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伊豆大仁カントリークラブ

伊豆大仁開発株式会社
代表取締役 石 橋 正 秋
取澱 女配人 安 田 正 弥 (66口 )

静岡県口方部人●町浮橋字南

'坂
1198-1

TE L 0558-76-2401(′ 表ヽ)

:i石直輸入元

株式会社 貴 信 貿 易
代表取締■ 土  屋   博:(67口

)

東京都台東区上野 5-18-4
/イ ヤオフィス6階

TEL 03-835-3785(へ 表)

建築設計・管理

茎1ユニオン設計センター

代表取締役 成 岡 英 彦 (57旧 〉

―級建築事務所0録7425号

東京都新宿区西新籠 -1-9 規,ビル

TEI.03 863-8604(代 表)

嘗1奥野建築設計事務所
取 締 役会 長 奥‐ 野   孝 (63回 〉

取締 役社 長 奥‐ 野   進 (56口)

取締■副社長 吉  サ|1 善  吉 (56回 )

本 社 東京都台東区寿 2-5-12 カロ瀬ビル

TEL 03-842-6831(代 表)

静同事務所 静岡市安東 2-8-14
TEL 0542-46-9378

内手|・ タロ |・ 整形外

「

度口科・放射線科

人 |●うドツク

ねつ   かん

‖1 棋 銘 茶

三保乃園 山 菅 茶 店

驚
「

赫:織
∫ぷ・'

～
取 締役 梶 原 由 三 (¨1)

東京都中央区入丁堀 2-1-7
神鋼ビル

T EL 03-553-8981(べ表)

総合広告へ理店

株式会社 ア ド プ ロ

fヽ表取締役 朝 比 奈  正  三 (67回)

東京都中央区銀座1-15-6銀座NSビル4階
TEL 03-663-1921(べ 妻)

米国苺業部
イ ,ノ イ州シカゴ市ウエス トスクール街2031

ジャ′`ンビジネスサービス社内

建築コンサルタント・設計施行業務

建築に関する御相談は御気■に……

株 式 会 社 大  雄
取 締 役 社 長 奥  野   孝 (53回 )

取締役営業部枷 奥  野   広 (58回 )

本社 東京都台東区東上野2-18-7共 同ビル10階

TEL 03-834-5331(代 表)

アクセサツースペースと憩いの空間

`種
ギフト・ゴルフの商1〒r記念品

サ ロ ン ・ ド・ グ リ ン

上 屋 晃 康 (67回 は |:)

東京都新宿区西大久保 3-10プ ラザ新大樹 ビル

(明治通 ,と大久保通 りの交叉点)

TEL 03-204-1251 ・ 1371

院 長 小  坂   博 (o7回 )

住 所  熱海市
=口

町12-2

TEl. 0557 83-3131

`し

′

し

新東京印刷株式会社

熱 函 病 院



第 5号之ゝ
,実 報(1)

巻

頭

の

こ
と
ば

会
長
官

澤

次

郎

昭
和
五
十
年
六
月
三
日
、
私
共
が
こ

の
同
窓
会
の
結
成
総
会
を
行

っ
て
か
ら

満
三
年
た
ち
ま
し
た
。
此
の
間
、
行
午

の
総
会
は
常
に
四
百
名
に
余
る
盛
況
で

あ
り
、
ツ
ク
リ
エ
ー

，
コ
ン
活
動
も
亦

大
い
に
催
さ
れ
て
、
同
な
生
の
和
親
と

交
流
が
■
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
■

に
級
会
が
非
常
に
活
淡
に
な
り
、
従
来

連
絡
メ
途
絶
え
て
い
た
期
の
方
々
が
級

会
に
集
る
様
に
な
っ
て
来
た
事
は
ま
こ

と
に
御
同
ヽ
の
ｔ

，
と

，
し
ま
す
。
こ

れ
は
市
中
静
高
の
古
き
良
き
伝
統
の
強

み
で
あ
る
と
共
に
、
同
な
生
皆
様
の
熱

意
の
賜
物
と
感
銘
致
し
て
Ｆ
る
次
第
で

御
座
い
ま
す
。

満
三
周
年
に
当

っ
て
会
の
現
状
を
考

え
て
見
ま
す
と
、
基
礎
造
り
が
大
略
出

来
、
形
か
ら
内
容
の
充
実
と
新
し
い
発

展
へ
の
時
期
に
入
ろ
う
と
し
て
居
る
と

申
せ
ま
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
今

後
若
い
川
の
方
々
が
進
ん
で
会
の
運
営

に
参
画
さ
れ
ま
す
こ
と
を
特
に
期
待
致

し
度
い
と
存
し
ま
す
。

今
回
の
会

，
を
、
六
＋
期
代
の
若
―

委
員
の
皆
様
が
企
画
編
集
さ
れ
ま
し
た

事
は
、
そ
の
様
な
趣
旨
に
於
て
ま
こ
と

に
喜
ぶ
べ
き

，
と
存
し
ま
す
。
今
後
益

々
、
こ
の
様
な
活
動
を
進
め
ら
れ
ま
す

様
に
希
望
す
る
次
第
で
御
た
ヽ
ま
す
。

●
軟
斉
唱

万
歳
三
唱

閉
式
の
■

１１

・
∞
　
終
了

創
立
百
局
年
記
念
祭
の
白
程
か
正
式

に
決
ま

っ
た
．
主
な
日
程
は
次
の
と
お

り
．．

Ю
月
５
日

・
木
．

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
工
日
演
奏
会
．
会
場
　
啜

府
会
館
．
開
演
　
午
後
六
峙

Ｔ
ｌＯ
月
６
曰

一
壼
）
‐
「

曰

´
水
一

芹
沢
〓
↑
芸
術
蜃
．
会
場
―
静
岡
西
武

百
貨
店

．

●
Ю
月
７
日

一
■
一

■
念
式
典
．
慰
一
玉
■

講
演
会
．
祝
賀

バ
ー
テ
ィ
ー
‐
会
場

テ
”
会
館
．

Ю
月
７
日

一
土
一

資
料
展
．
印
高
祭
．
招
待
試
●

１

一^
場

静
高記

念
式
奥
．
慰
霊
祭
．
記

念
講
演
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

１１

・
К
′
■

・
“

開
式
の
こ
と
は

繁
と
う

追
悼
の
こ
と
Ｌ

（
同
窓
会
長
）

献
化

（
同
な
会
長
、
学
校
長
．
Ｐ

Ｔ
Ａ

，
長
、
■
■
会
長
．
後
授

会
長
、
道
族
代
表
）

記
念
証
演
会

計
師
　
村
松
喬
一ヽ

（
第
５０
川
）

百
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ
Ｋ

交
響
楽
団
演
姜
会

創
立
百
月
年
記
念
●
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
ヽ
Ｈ
Ｋ
女
晋
楽
団
の
“
＾
会
を
ｍ

に
す
る
。

こ
の
演
奏
〓
の
趣
旨
は
．
静

岡
市
地
●
在
住
の
方

々
に
対
す
る
文
化

的
な
面
で
の
本
仕
事
業
と
し
て
企
画
さ

れ
た
も
の
テ
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
次
の

と
お
う
。

▽
日
時
―
昭
和
五
＋
二
年
十
月
二
日

午
後
六
峙
三
十
分
―
八
叶
三
十
分
．

▽
会
場
―
静
岡
市
腋
●
会
館
．

▽
●
４
山
自

●
ウ

ニ
ー
メ
ー
．
歌
劇

「魔
”
の
■

子
」
庁
山

Ｏ
ｉ

ｌ
フ
ア
ル
ー
．
ビ
ア
′
協
Ａ
山

変
オ
長
罰
Ｋ
四
八
二
．

０
＾
―
ト
ー
〓

一
ン
．
六
＾
響
山
第
七

■
イ
兵
調
Ｏ
Ｐ
九
二
．

７
●
■
―
外
山
雄
二
氏
．

マ
Ｌ
ァ
ノ
ー
野
島
ｉ
氏
．

予
定
山
口
終
了
後
、
本
”
”
歌
．
道

‘
歌
、
■
援
歌
、
新
応
援
歌
等

（編
山

に
外
――‐
雄
三
氏
に
よ
頭
の
予
定
）
の
演

人
に
つ
い
て
、
学
校
側
て
は
Ｎ
響
側
に

よ
収
し
て
い
る
．

静
中
静
高
百
年
史

編
集
着
々
と
進
む

静
中
静
高
百
年
史
の
発
行
準
崎
が
着

ヽ
と
進
ん
で
い
る
。
静
岡
大
火
や
大
空

要
に
よ
る
資
料
の
生
失
で
続
業
は
予
想

以
上
に
難
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

■
位
の
並
々
な
ら
ぬ
勧
力
で
、
よ
う
や

く
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
段
階
に
入
っ
て

い
る
．
記
念
式
共
に
間
に

，
う
よ
う
発

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
証
ま
れ
て
い
る
が

，
イ
．
・人
手
希
望
者
の
予
約
を
開
始
し

て
い
る
。

同
百
年
史
の
主
要
口
次
は
次
の
と
お

〈
明
治
続
〉

ｒ
一早
　
前
同
中
学
技
成
立
前
史
　
―
明

治
初
川
の
静
岡
の
中
等
′
育
―
。

●
■
●
　
明
治
川
の
静
中
教
育
。

第
二
〓
　
‘
年
度
の
動
き
。

＾
大
正
編
〉

第

一
十
　
人
工
川
の
市
中
ユ
育
．

第
二
章
　
■
年
度
の
動
き
。

＾
昭
和
戦
前
編
〉

第

二
早
　
昭
和
戦
前
卿
に
お
け
る
静
中

の
教
育

第
二
章
　
４
年
度
の
動
き
。

＾
昭
和
戦
後
湿
〉

第

一
章
　
戦
後
の
前
中

・
静
高
ま
肯
．

第

二
■
十
　
各
年
度
の
動
き
。

第
二
●
　
定
時
制

第
四
章
　
通
信
制

本
文

　

一
．
五
〇
〇
員
．

４
，

　
　
　
二
Ｏ
Ｏ
買

価
格
　
■
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

（
送
料
別
）

希
望
者
は
、
眠
定
出
版
の
た
め
に
早

日
に
上
記
に
中
込
む
こ
と
．

静
岡
市
長
谷
町
六
六

（
静
高
内
）

市
中
前
高
百
年
¨
円
●
委
員
会

百
周
年
記
念
名
簿
の
作
製

市
中
静
高
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て

名
簿
が
発
行
さ
れ
る
．

発
●
予
定
日
　
　
　
　
　
ｔ
月
十
五
日

発
●
部
漿
　
　
　
　
　
　
四
●
０
０
部

価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
〇
〇
〇
円

形
式
　
　
　
　
　
　
　
　
前
口
と
同

，

夫
紙
は
片
ム
■
介
■
■
に
仏
恒
．
道

７

一
百
周
年
記
念
号
」
に
同
恋
４
本
長
に

依
頼
す
る
．

そ
の
他
に
各
種
の
行
事

や
企
画
を
予
定

百
珂
年
証
念
行
す
に
は
以
上
の
ほ
か

に

一
記
念
Ｍ
建
設
」
「資
料
展
の
円
催
」

「
テ
■
サ
テ
ー
バ
ザ
ー
の
問
世
」

「記

念
■
の
建
設
」

「新
応
援
歌
の
制
定
・

な
ど
、

い
る
と

，
ど
つ
の
も
の
が
企
画

さ
れ
て
い
る
．

念
式

O0 50 20 10 ,|

受
付
開
始

生
■
人
場
完
了

来
賓
入
場

ｍ
式

囲
式
の
辞

国
歌
斉
唱

百
年
奈
実
●
委
員
長
あ
い
さ
つ

学
校
長
式
“

祝
辞

（静
岡
県
知
事
、
そ
の
他
〉

生
従
代
表
あ
い
さ
つ

，
電
祭

`ヽ

`ヽ レ

創
立
百
年
祭

各
種
行
事
日
程
決
ま
る



第 5号
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報 (2)

静

中

赴

任

の

こ

ろ

の
生
ん
だ
栞
雄
ボ
ク
サ
ー

・
呉
着
堅
の

力
ヽヽ
ソ
リ
ス
ン
チ
を
看
ろ
１
と
言
わ
ん

は
か
０
．

ど
う
や
ら
荒
海
を
の
り
越
え
て
大
原

港
べ
上
に
す
る
．
上
睦
？
と
い
う
の
は

ホ
ー
ス
ー
に
は
船
底
に
車
が
付
い
て
い

て
港
の
斜
面
を
力

〓
の
よ
う
に
は
ヽ
上

る
か
ら
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
に
頼
ん
だ
Ｓ
君
が

一
´
二
■

出
迎
え
て
い
る
。
早
速
、
探
訪
の
打
合

せ
。
Ｓ
君
は
４
え
子

一
人
、
先
生
二
人

と
ヽ
う
超
過
疎

の
こ
の
島
の
分
教
場
の

先
生
だ
。
今
Ｌ
紀
動
物
学
会
に
と

っ
て

最
大
の
発
見
と
い
わ
れ
る
イ
リ
オ
モ
テ

■
マ
ネ
コ
の
学
術
調
査
隊
、
日
本
独
の

各
隊
の
外
、
過
般
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
成
功
し
た

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
か
く
し
撮
り
な
ど
に

同
行
し
た
、
い
わ
ば
山
猫
探
索
に
か
け

が
え
の
な
い
ベ
テ
ラ
フ
だ
。
教
え
子
は

何
を
や
ら
し
て
も
学
校

一
番
だ
と
い
う

か
ら
、　
つ
ら
れ
て
教
え
甲
斐
が
あ
る
ね

え
と
応
す
る
と
、
だ

っ
て

一
人
き
つ
て

す
も
の
１
と
背
負
投
げ
を
喰
わ
せ
る

一

１
■

，
ス
ト
で
も
あ
る
。
ま
す
東
洋
の

ア
マ
ゾ
ン
と
呼
ば
れ
る
仲
間
川
を
迪
行

し
て
ヤ
エ
ヤ
マ
■
シ
の
大
群
落
の
あ
た

つ
て
ジ
ャ
ン
タ
ル
入
つ
す
る
こ
と
を
き

あ
る
。
冬
眠
中
の

＾
ブ
対
策
に
ゴ
ム
靴

を
は
き
、
手
袋
を
す
る
．
仲
間
川
の
両

岸
は
行
け
ど
も
行
け
ど
も
巨
大
な

マ
ン

グ
●
―
プ
の
生
い
繁
げ
る
湿
地
帯
。
そ

の
中
に
カ
ジ

ュ
マ
ル
、

ス
ォ
ウ
、
大
シ

昭
和
二
十
年
の
前
■
は
、
東
京
、
沼

津
問
の
汽
車
は
同

一
管
区
と
い
う
こ
と

ｔ
．
●
卓
の
切
●
は

，
と
が
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
東
京
に
住
ん
で

い
た
仏
が
、
郷
Ｆ
静
同
に
帰
る
に
は

一

応
沼
津
で
雌
り
．
■
に
切
■
を
静
岡
ま

で
買

．
て
、
次
の
汽
車
に
来
る
方
法
し

か
な
か
っ
た
時
期
で
あ

っ
た
。
公
務
出

張
と
い
う
こ
と
で
も
、
な
か
な
か
静
同

す
で

一
度
で
来
る
こ
と
ヽ
容
ら
で
な
か

っ
た
時
期
で
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
ニ
ー
日
の
市
岡
市

空
褻
の
為
に
私
は
家
の
稽
理
が
主
な
る

月
的
で
静
岡
に
帰
ら
ざ
ろ
を
得
た
く
な

つ
、
神
奈
川
県
立
第

．
中
学
校
か
ら
、

急
連
、
静
岡
中
学
に
■
罰
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
七
月
二
十

一
日
■
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
。

早
速
．
校
長
先
生
を
訪
れ
た
と
こ
ろ

ま
た
、
戦
争
中
で
あ
り
、
生
従
が
宇
津

の
●
ト
ン
イ
ル
の
三
菱
の
工
場

０
し

に
勁
員
し
て
い
る
か
ら
そ
ち
ら
に
行

っ

て
も
ら
う
つ
も
ぅ
だ
と
の
こ
と
で
あ

つ

た
。
丁
度
私
が
丸
子
の
農
家
を
借
っ
た

た
め
て
校
長
先
生
は
そ
う
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
戦
争
の
よ

工
が
ど
う
も
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で

暫
ら
く
‘
て
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
あ

れ
こ
れ
し
て
い
る
う
■
に
八
月
十
五
日

の
終
戦
を
迎
え
、
結
局
私
は
．
宇
津
の

谷
の
動
員
の
付
添
い
に
も

，
か
ず
、
■

■
等
は
長
容
町
の
生
跡
に
帰

っ
て
来
．

そ
こ
で
私
の
就
任
式
が
行
な
わ
れ
た
。

授
業
は
九
月
か
ら
第
二
学
硼
が
始
ま

，
．
夕
室
は
、
私
共
が
常
つ
て
学
ん
だ

工
作
室
と
称
し
た
建
物
の
み
が
ブ
ー
ル

の
協
に
生
■

っ
て
立
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
一
室
を
使
用
し
た
。
陵
室
の
土
問

が
職
員
宣
で
あ

っ
た
。　
一
学
年
全
員
二

五
〇
名
が

一
皇
に
入
っ
て
の
授
業
で
あ

る
た
め
身
動
き

一
つ
出
来
な
い
窮
屈
な

教
室
で
あ

，
．
し
か
も
二
部
授
業
が
つ

づ
せ
た
。　
一
、
二
年
は

，
，

の
工
作
室

で
、
二
、
四
年
は

，
大
の
建
物
だ

っ
た

と
記
は
し
て
い
る
。

（
五
年
生
は
既
に

繰
上
げ
卒
業
で
あ
っ
た
。
）
あ
の
時
の

可
憐
な

三

二
年
生
が
現
在
、
静
中

・

静
高
同
窓
会
の
関
東
支
部
の
重
要
な
メ

ン
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
聞
く

と
．
あ
の
こ
ろ
が

一
層
な
つ
か
し
く
感

し
て
来
る
。

（筆
者
は
二
十
三
回
卒
業

■
静
高
′
諭
　
口
漢
）

ダ
．
サ
ゴ
ヤ
ツ
．　
コ
ブ
ラ
ン
な
ど
の
熱

帯

・
工
熱
帯
の
樹
々
が
■
大
な
ジ
ャ
ン

グ
ル
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
奥
に
山
猫
メ
ひ
そ
ん
で
い
る
の

だ
。　
マ
ン
′
●
―
プ
に
は
さ
ま
れ
た
青

く
よ
ど
ん
だ
流
れ
に
ア
ニ
を
浮
か
べ
れ

ば
正
し
く
ア
マ
ブ
ン
の
点
景
―
冠
鷲
が

悠
々
と
上
空
を
旋
口
し
て
い
る
。

山
積
は
去
る
年
．
偶
然
、
ル
の
猟
師

の
猪
採
り
の
＾
ネ
ワ
ナ
に
か
か
っ
た
。

そ
の
皮
や
、
一収
骨

・
上
顎
肯

・
大
歯

な
ど
が
研
究
者
の
手
に
渡

っ
て
．
全
世

界
の
動
物
学
界
は
隈
然
と
な
っ
た
．　
一

九
六
五
年
、
つ
い
に
こ
の
山
猫
こ
そ
．

鈴

木

厳

夫

お
ど
ろ
お
ど
ろ
と

夜
も
す
が
ら
海
鳴
り

豆
台
風
が
こ
の
日
本
の
さ
い
は
て
の

石
垣
港
を
襲

っ
て
今
日
で
三
日
周
。
合

風
銀
庄
と
は
よ
く
も
は
ざ
い
た
な
と
感

心
し
た

，
■
れ
た
り
で
、
「徒
ら
に
抱
盛

の
カ
ラ
ピ

ン
が
増
え
る
ば
か
り
０
船
会

社
に
菫
結
す
る
と
、
ｔ
立
て
る
に
は
ま

だ
無
理
と
言
い
切
っ
な
が
ら
、
え
え
い

出
し
ち
ゃ
え

っ
―
と
ヤ
ヶ
ン
ス
テ
な
返

事
。
Ｏ
Ｋ
と
ば
か
り
波
上
場

へ
急
ｉ
。

措

―
ベ
ン
ガ
ル
山
捐
な
ど
と
共
に
同
し

「
■
か
ら
道
化
分
離
し
た
ネ
〓
工
■

・

し
・
ウ
ｎ
類
の
新
也
で
あ
る
と
断
定
さ

れ
．
■
の
名
前
を
冠
し
て
イ
，
オ
モ
テ

■
マ
ネ

´
と
命
名
さ
れ
．
学
外
に
■

々

し
く
デ
ビ

ェ
ー
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
山
猫
―■
．
そ
の
後
■
列
し
た
‘

国
′
術
隊
の
前
に
も
ト
ン
と
姿
を
表
わ

さ
す
．
忍
者
の
よ
う
に
消
え
失
せ
て
人

間
の
挑
戦
を
拒
ん
で
い
る
．
筐
か
に
Ｅ

般
の
猟
師
の
標
本
が
唯

一
の
デ
ー
タ
と

し
て
琉
球
大
学
に
お
さ
ま

っ
て
い
ろ
の

み
た
．

で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
か
く
し
担

，
し
た
も

の
も

〓
ｔ
ｉ
ノ
な
の
か
。
ひ
と
と
き
山

“
は
マ
■

ロ
ツ
の
描
に
な
つ
か
け
た
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
各
国
の
●
術
隊
〓

西

表

島

紀

行

C

む

芹

澤

工

憲

£
回
）

ム
●
か

ら

万
年
前

に
ア
ン
テ

ス
‐――

船
は
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

，
速
艇
．
こ

こ
で
オ
イ
テ
キ
ポ
リ
を
喚

っ
た
ら
百
年

月
と
ば
か
り
強
引
に
の
う
込
む
。

ブ
ー
＾
ラ
の
轟
吉
と
共
に
時
速

一
〇

〇
キ
●
、
市
支
那
海
の
荒
波
を
販
立
て

て
ヤ
・ヽ
ク
モ
に
グ
ッ
シ
ュ
す
る
。
船
室

の
壁

一
杯
に
精
浮
な
山
■
の
オ
タ
ケ
ビ

姿
が
ア
ッ
プ
で
撮

っ
て
掲
げ
で
あ
る
．

ま
ざ
れ
も
な
く
山
猫
の
島
、
西
表
島
行

の
ホ
ー
バ
ー
た
。
キ
■
ビ
ン
の
外
は
波

と
珊
硼
篠
と
の
壮
裂
な
格
団
！
こ
の
島
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山
猫
の
足
跡

・
フ
ン
な
ど
を
採
集
．
そ

の
デ
ー
タ
を
そ
の
テ
リ
ト
リ
イ
や

＾
／

チ
ン
グ

一
，
ア
な
ど
か
ら
割
り
出
し
推

測
し
て
．
几
そ
三
０
′
四
〇
頭
棲
息
と

い
う
学
問
的
な
断
定
を
下
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
日
で
ま
の
あ
た
り
見
た
こ
と

の
な
い
Ｓ
言
は
い
う
．
村
人
の
不
つ一情

報
は
大
概
無
責
任
な
コ
タ
話
か
誤
記
で

愕
憑
性
に
乏
し
い
。
雲
は
そ
れ
ほ
ど
島

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
メ
売
れ
て
奥
深
く
人
を

寄
せ
付
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ

に
ネ
コ
自
体
が
夜
行
性
で
．
極
度
に
神

性
質
で
警
戒
心
が
強
し
の
が
ヽ
ホ
ロ
シ

説
に
抽
●
を
か
け
て
い
る
と
付
け
加
え

る
。
私
は
日
の
前
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
凝

視
し
た
。
カ
ジ

一
マ
ル
の
工
に
抱
か
れ

て
せ
る
白

っ
ば
ヽ
ボ
ロ
ボ
●
岩
に
、
な

ん
と
数
百
万
年
前
の
隆
起
珊
綱
礁
の
■

骸
で
あ
っ
．
海
辺
の
ｉ
砂
は
、
そ
の
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
形
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

古
の
有
■
■
の
戌
骸
だ
と
教
え
ら
れ
、

こ
の
島
の
大
自
然
の
演
出
す
る
百
万
年

単
位
の
■
大
な
―
ラ
マ
に
ひ
た
す
ら
匡

倒
さ
れ
つ
づ
け
た
。

そ
の
三
日
間
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
′
く

潰
入
．
湿
地
に
タ
ツ
を
と
ら
れ
た
り
、

イ
メ
ラ
で
目
を
つ
つ
い
た
０
．　

，
フ
に

お
ど
か
さ
れ
た

，
で
難

，
の
末
、
年
ヽ

不
計
の
不
コ
の
頭
骨
と
お
ぼ
し
き
も
の

や
、
フ
ン
・
毛
な
ど
を
採
葉
し
て
き
た

が
、
か
な
め
の
ネ
コ
の
正
体
に
は
め
ぐ

っ
合
わ
ず
、
人
然
と
し
て

，
ボ
ロ
ツ
の

ネ
´
で
あ
る
の
余
餃
な
き
に

，
っ
た
．

従

っ
て
動
物
学
■
で
も
な
ｔ
小
生
が
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
エ
ク
ス
メ
ー
ト
を

か
，
て
上
翠
し
て
．
こ
の
ネ
´
を

，
―

ウ
イ
ン
の
説
く
壺
者
生
存
に
よ
る
道
化

し
個
体
間
の
上
●
■

，
に
よ
る
自
然
陶

汰
と
う
け
て
探
索
ル
■
を

，
え
な
が
ら

興
味
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
と
き
．

た
，
た
ま
．
二
、
三
の
参
考
文
献
を
く

る
と
ィ
ー
ウ
ィ
ン
説
に
相
反
す
る
説
、

ド

・
フ
リ
ー
ス
の
動
物
界
に
も
世
物
同

様
．
■
然
少
■
に
、
っ
て

，
く
偶
本
新

ら
し
ｔ
〓
が
で
き
る
と
い
う
学
説
、
進

化
は
メ
ー
ウ
ィ
ン
が
考
え
る
よ
う
な
個

体
間
の
生
存
競
争
よ
り
．
伺
体
の
発
生

の
メ
カ

〓
ズ

ム
に
そ
の
カ
ィ
が
ぁ
る
．

と
い
う
説
を
知
り
、　
＾
夕
と
当
惑
し
た

こ
れ
に
ア
マ
チ
ュ
ア
メ

ツ
ヶ
■
キ
バ
て

安
易
に
立
入
る
領
域
で
な
い
．
笑
わ
れ

る
と
気
付
い
て
し
ば
ら
く
奎
を
お
い
た

訳
で
あ
る
。
例
え
ば
概
念
的
に
で
も
こ

の
方
面
の
学
問
の
研
奎
を
つ
ん
だ
後
、

改
め
て
書
こ
う
と
し
て
ヽ
る
訳
で
．
従

つ
て
プ

ロ
ロ
ー
′
だ
け
で

，
ピ

ロ
ー
′

は
後
日
と
い
う
こ
と
で
．
乞
う
、
諒
さ

れ
よ
。

水
泳
部
の
揺
幹
期
か
ら

黄
金
時
代

へ
の
想
い
出

こ
と
し
も
．
静
高
ラ
ー
ル
に
夏
が
や

っ
て
く
る
。
ジ
リ
ジ
ツ
と
背
中
を
焦
が

す
よ
う
な
、
強
い
日
射
し
。
真

。
青
な

空
の
向
こ
う
に
は
入
道
雲
が
わ
き
．
ブ

ー
ル
サ
イ
ド
に
は
イ
ガ
グ

，
力
主
た
ち

が
駈
け
回
る
。

「ど
う
も
厳
し
さ
が
足

，
ん
」
と
先
輩
が
■
々
し
そ
う
に
つ
ぶ

や
く
。

「
こ
の
ご
ろ
の
若
い
も
ん
は
…

…
」
は
先
輩
の
口

，
だ
が
．
′
ｌ
ル
て

は
し
ゃ
ぎ
回
る
子
共
た
ち
は
、
か
つ
て

こ
こ
で
、
歯
を
く
い
し
ば

っ
て
征

，
Ｈ

に
耐
え
．
た

っ
た
入
人
の
部
員
で
全
国

制
”
し
た
●
金
時
代
が
あ

っ
た
こ
と
は

如
ら
な
い
。
畔
柳
さ
ん
は
大
正
九
年
に

卒
業
、
■
学
中
は
プ
ー
ル
は
な
く
．
■

■
は
清
水
ま
で
日
か
け
て
行

っ
て

，

か
ら
毎
年
夏
の
二
週
間
、
新
人
生
と
二

年
■
全
員
′
清
水
の
工
見
海
岸
て
水
泳

証
■
を
す
る
こ
と
が
義
ψ
付
け
ら
れ
て

い
た
。
■
時
は
す
だ
工
屁
に
は
港
は
な

く
．
″
浜
が
ず

っ
と
袖
師
の
方
ま
で
続

い
て
い
た
。
こ
こ
か
静
岡
．
清
水
市
民

の
海
水
浴
場
だ
っ
た
。
袖
師
が
に
ぎ
わ

畔
　
柳
　
安

き
き
て
　
“
口

ま
と
め
　
い
回

雄

（お
回
）

海
野
　
定
也

萩
原

，
賀
男

し

で
。
そ
の
後
、
完
成
し
た
ブ
ー
ル
に
戻

っ
て
コ
ー
チ
と
な
り
、
静
中

●
静
高
百

年
の
歴
史
の
中
で
、
た
っ
た

一
度
だ
け

や
っ
て
き
た
黄
金
時
代
を
築

き

あ
げ

た
。

●
　
　
　
０
　
　
　
◇

大
正
二
年
、
畔
柳
が
入
学
し
た
こ
ろ

文
中
枚

“
】

`

C

‐´ |

ェ■海岸時ヽの水工部 "鷹よつ遊泳」i体のころである
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う
の
は
江
屁
海
岸
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
た
以
後
で
あ
る
．

一
午
牛
は
全
貝
赤
帽
．
五
丁

＾
五
百

メ
ー
ト
ル
絲
じ

泳
げ
る
よ
う
に
な
る
と

赤
白
．
三
保
ま
で
二
十
口
の
上
泳
を
と
一

成
す
る
と
白
帽
に
昇
格
す
る
．
以
後
．

白
黒
．
■
とヽ
な
る
の
だ
が
．
自
黒
旧
を

か
‘
る
よ
う
に
な
る
と

一
人
前
と
さ
れ

た
．

は
な
く
．
武
術
と
し
て
起
こ
一
た
．
よ

ろ
い

・
か
ぶ
と
に

，
を
固
め
．
Ｐ
，
　
刀

で
完
全
武
装
し
た
■
で
．
工
の
周
囲
の

当
時
は
ク
ロ
ー
ル
な
ど
と
い
う

＾
イ

カ
ラ
な
泳
法
は
ま
だ
な
く
．
　
一
あ
お
り

（
の
し
）
」

一小
抜
き

（
抜
き
手
）
」

と
い
，
た
日
本
泳
法
が
十
■
で
．
「
Ｌ

は
水
●
流
を

，
用
し
て
ｔ
た
．

［
黒
に
な
る
た
め
に
は
．
単
に
長
く

泳
げ
る
だ
け
で
な
く
．
水
府
流
の
流
怯

を
ぃ
く
っ
か

ャ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な

ら
す
．
■
ホ帽
と
も
な
れ
ば
．
■
許
に
次

ぐ

「
日
録
」
ほ
ど
の
実
力
が
あ

っ
た
．

そ
の
こ
ろ
県
内
で
水
泳
が
進
ん
で
ｔ

た
の
は
浜
名
普
ｔ
泳
協
会
の
あ
る
浜
松

地
方
で
．
水
府
流
に
荒
技
を
加
え
て
お

０
．
畔
柳
も
出
か
け
て
行

一
て
は
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
ｔ
ろ
．

と
こ
ろ
で
．
こ
の
あ
た
０
で
水
泳
の

幡
山
卜に
つ
ｔ
て
も
、

ち
ょ
っ
と
触
れ
て

ぉ
こ
う
．
水
泳
を
初
め
て
婉
■
の
形
に

し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
●
〓
■
＾ヽ
た

め
の
ｉ
．　
っ
〓

，
ラ
ー
ル
た
が
．
・そ
れ

を
造

●
た
の
も
イ
ギ
リ
ス
が
最
初
で
あ

る
．わ

が
国
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
露
う
の
で

全
国
征
綱
の
■
挙
を
達
成
し
た
式
金
時
代
の
メ
ン
メ
ー

上
段
左
か
ら
先
生
．
す
間
、
畔
柳
、
一局
木
、
大
長
、
斉
藤

堀
井
．
矢
口
．
森
．
下
段
左
か
ら
小
柳
、
沢
野
、
近
藤
。

′

|、ヽ
.

′

い

1人

見

っ
て
剣
術
同
一ヽ
．
向
丼
流
、
神
●
流
．　
　
ブ
ー
ル
は
な
く
、
水
沐
部
と
い
ｏ
て
も

小
堀
流
、
水
府
流
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
流
　
同
好
者
の
集
ま
り
で
、
競
泳
と
い
う
も

派
が
ぁ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
泳
ぎ
を

明
治
三
十

一
年
、
横
浜
の
外
人
ク
ラ
　
楽
し
む
と
い
っ
た
程
度
だ
っ
た
。
工
尻

ブ
と
水
府
流
太
日
派
が
対
抗
競
技
会
を
　
の
海
水
浴
場
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
に
ご
東

開
い
た
が
、
こ
れ
が
日
本

最

初

の
競
　
の
松
厚
の
中
に
各
校
の
小

屋
が

あ

●

泳
。
も
ち
ろ
ん
．
わ
が
方
は
小
抜
き
手
　
た
。
部
室
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．
西

で
出
場
．
す
い
分
速
い
と
い
わ
れ
た
そ
　
か
ら
静
中
、
静
前
、
静
岡
師
範
の
順
だ

う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。

大
正
九
年
．　
ア
ン
ト
ワ
ー
■
フ
の
第
７
　
　
畔
柳
が
四
年
の
時
．
江
尻
海
岸
で
競

回
オ
ツ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
か
ら
斉
藤
鈍
　
泳
の
全
国
大
会
が
開
か
れ
た
．
静
中
か

（ざ
）洋
ら
二
選
手
が
初
参
加
、
抜
き
手
　
ら
は
畔
柳
と
佐
藤
春
夫
が
千
五
百
メ
ー

で
百
メ
ー
ト
ル
に
出
場
、
記
録
は
１
分
　
ト
ル
に
出
場
し
た
。
フ
ー
ル
の
競
泳
に

２０
秒
だ
っ
た
。
優
勝
は
カ

ワ

ナ

■
ク
　
廣
れ

０
こ
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現

（
ァ
メ
リ
カ
）
で
ω
秒
４
．
百
メ
ー
ト
ル
　
代

つ
子
に
は
海
で
の
競
泳
方
法
は
ち
ょ

泳
い
で
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
差
が
出
た
　

つ
と
想
像
し
に
く
い
か
も
如
れ
な
い
．

と
ｔ
う
。
日
本
遷
手
メ
び

っ
く
り
し
た
　
　
選
手
は
伝
馬
舟
に
入
り
．
千
五
百
メ

の
は
ク
ロ
ー
ル
、
本
来
、
′
き
手
は
顔
　
―
ト
ル
沖
合
０
ま
で
行

っ
て
．　
ヨ
ー
イ

を
水
に
つ
け
ず
、　
ス
ィ
ス
ィ
と
ｔ
う
も

　

・
ド
ン
で
岸
に
向
か
っ
て
泳
ぐ
の
で
あ

の
で
、
泳
ぎ
と
い
う
観
念
は
こ
れ
し
か
　
る
。
従

っ
て
タ
ー
ン
は
な
い
．
千
五
百

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
．
頭
を
水
に
突

．́
　

メ
ー
ト
ル
と
い
う
距
護
を
討
る
の
は
．

込
み
や
た
ら
に
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
両
手
　
江
尻
―
三
保
間
が
三
十
口
と
い
わ
れ
て

両
足
を
パ
タ
ス
タ
さ
せ
て
恐
ろ
し
い
ス
　

い
た
の
で
、
ち
ょ
う
と
中
間
点
あ
た
り

ビ
ー
ド
が
出
る
ク
ロ
ー
ル
に
魂
消
ぇ
た
　

で
伝
馬
舟
を
上
あ
．　
一
こ
の
あ
た
つ
て

も
の
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
か
ろ
ぅ
」
と
い
う
乱
暴
な
も
の
．

そ
れ
か
ら
日
本
は
猛
練
習
し
て
ク
ロ
　
　
参
加
選
手
は
五
、
六
十
人
．
号
砲

一

―
ル
を
身
に
つ
け
．
四
年
後
の
パ
ツ
大
　
発
、
伝
馬
舟
が
ら

一
斉
に
ド
ボ
ー
ン
．

会
で
は
タ
ー
ザ
ン
で
有
名
な
フ
ィ
ズ
・、
　
′
き
手
あ
り
、
の
し
あ
り
で
、
み
ん
な

ｉ
フ
ー

＾
ァ
メ
リ
カ
）
と
競
り
合
っ
て
　
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
。
と
こ
ろ
が
両
方

高
石
勝

，
メ
ー
分
３
秒
で
三
位
に
入
賞
　
に
大
型
の
貨
物
船
が
停
泊
中
で
動
く
気

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
が
な
く
．
ど

っ
し
り
腰
を
据
え
て
い

話
を
前
に
戻
そ
う
．
静
中
に
は
ま
た
　
る
。
こ
う
な
る
と
水
泳
障
害
物
レ
ー
ス

報

堀
を
政

に
気
づ
か
れ
ぬ
ょ
う
静
か
に
は

ぎ
渡
る
と
い
う
の
が
大
前
提
だ
か
ら
．

ｉ
派
に
武
芸
十
八
■
に
０
ま
れ
る
．
従
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こ
に
極
ま
る
」
な
ど
と
マ
ス
コ
ヽヽ
に
大

い
に
叩
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ほ
ど

よ
き
時
代
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
午
後
か
ら
静
中
プ
ー
ル
通

い
が
始
す
る
．
正
式
な
肩
首
さ
は
な
か

っ
た
が
、
監
青
兼

つ一
―
チ
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
．

日
本
の
水
泳
界
は
昭
和
三
年
の
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
オ
ツ
ン
ピ
ン
ク
で
平
涯
の

鳴
田
表
行
が
初
め
て
メ
ー
ン
ボ
ー
ル
に

日
の
九
を
掲
げ
大
い
に
わ
さ
立

っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

静
中
水
泳
部
も
ク
ロ
ー
ル
を
と
り
入

れ
．
疏
練
習
を
積
ん
で
い
た
。　
コ
ー
チ

陣
は
畔
柳
を
は
じ
め
、
寄
庁
の
人
道
館

の
状
見
国
男
．
柔
剣
道
教
師
の
大
長
、

歯
科
医
の
石
上
、
現
県
水
連
理
事
長
の

宮
崎
康
之
助
ら
工
尻
海
岸
で
鍛
え
た
者

た
ち
だ

っ
た
。
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と

に

一
時
代
前
の
水
府
流
に
も
は
や
通
月

せ
ず
、
近
代
泳
法
を
コ
ー
チ
す
る
た
め

に
文
献
を
引

っ
ば
り
、
よ
そ
の
練
習
を

見
学
す
る
な
ど
暗
中
模
索
の
連
続
だ
０

た
．六

年
ご
ろ
か
ら
資
金
時
代
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
き
た
。
高
木
茂
雄
を
主
将

に
、
新
問
六
輌
、
堀
丼
鏡
平
、
斎
藤
純

郎
、
森
陣
．
近
藤
伊
佐
男
、
沢
野
、
小

柳
と

，
っ
た
、
た
っ
た
入
人
の
メ
ン
ス

ー
た
が
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
素
質

に
意
ま
れ
て
い
た
。

畔
柳
ら
コ
ー
チ
陣
は
こ
の
人
人
を
た

た
き
に
た
た
き
．
し
ご
き
に
し
ご
き
上

げ
て
筆
え
抜
い
た
。
絣
習
叶
間
に
午
後

三
時
ご
ろ
か
ら
日
世
ま
で
．
七

マ
ー
ス

の
ブ
ー
ル
に
人
人
た
か
ら
休
ん
で
い
る

曖
ｔｉ
な
い
。
証
習
時
間
は
短
か
い
が
．

密
“
や
内
容
は

，
め
て
■
―
も
の
に
な

っ
た
．

型
ｔ
午
．
神
官
ブ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

全
日
本
選
手
龍
で
、
す
間
は
新
丼
茂
夫

（立
大
）
と
二
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で

苛
り
勝
ち
２
分
Ｂ
秒
２
で

，
時
し
た
。

さ
ら
に
四
百
で
も
石
原
口

（
明
大
）
．

米
山

（早
大
）
ら
を
押
さ
え
．
４
分
”

●
８
で
■
”
し
た
。
中
学
生
が
大
学
■

と

〓
面
に

，
い
で
そ
れ
に
勝
う

と
い
う

こ
と
は
大

，
一̈な
で
き
こ
と
た

っ
た
。

さ
ら
に

，
国
中
等
学
校
水
江
選
手
権

で
も
、
こ
の
入
人
で
全
極
周
を
制
Ｗ
し

て
し
ま

っ
た
．
■
ら
く
、
こ
の
快
挙
は

こ
の
■
、
市
中

・
静
高
の
Γ
¨
が
な
ん

百
年
続
く
と
し
て
も
、　
三
度
と
達
成
で

き
ま
い
。

こ
の
年
、　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
オ
リ

ン
ピ

ッ
タ
が
開
か
れ
、
日
本
チ
ー
ム
は

四
百
メ
ー
ー
ル
自
由
形
を
除
く
企
世
日

に
優
勝
、
水
泳
日
本
の
名
を
世
界
に
凛

か
せ
た
。
全
日
本
で
優
麟
し
た
新
間
は

こ
の
メ
ン
バ
ー
に
入

っ
て
い
な
い
が
．

そ
の
■
山
は
定
が
で
な
い
．

こ
の
快
挙
を
機
に
大
浜
に
市
営
ブ
ー

ル
が
完
成
．
は
小
民
の
水
泳
熱
は
盛
り
上

が

っ
た
。
新
問

・
占
木
が
オ
リ
ン
ビ

ッ

は
　
　
キ

直

一

（
２

回

）

′

し

ク
に
参
加
し
た
の
は
．
そ
れ
か
ら
四
年

後
の
大
ル
リ
ン
大
会
だ

っ
た
．
高
木
ｌｉ

水
■
で
出
場
し
た
が
、
期
待
の
新
間
は

現
地
で
コ
ン
デ
′
シ
ョ
ン
を
こ
わ
し
．

控
え
の
新
丼
と
入
れ
代
わ

っ
た
た
め
出

場
で
き
な
か

っ
た
。
日
本
は
こ
れ
ま
で

ど
の
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
で
も
四
百

メ
ー
ト

ル
自
由
形
で
優
勝
し
た
こ
と
は
な
い
。

歴
史
に

「
も
し
」
は
不
要
だ
が
、
新
問

が
体
読
を
崩
さ
な
か
っ
た
ら
．
そ
れ
が

、
見
し
て
い
た
か
も
如
れ
な
い
。

叫
柳
は
娘
さ
ん
の
体
が
弱
く
、
プ
ー

ル
ベ
通
う
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
な

っ
た

の
と
．
内
務
省

べ
勤
務
が
変

っ
た
こ
と

か
ら
．
九
年
を
限
り
に
長
谷
の
プ
ー
ル

か
ら
去

っ
た
。

◇

　

　

０

　

　

●

畔
柳
さ
ん
は
横
浜
市
機
子
区
汐
見
台

三
五
〇
五
′
五
三
二
に
奥
さ
ん
と
二
人

き
つ
で
住
ん
で
い
る
。
六
人
の
子
福
者

で
、
孫
は
十
二
人
．
七
十

一
歳
ま
で
神

奈
川
県
住
宅
保
全
協
会
の
理
事
長
を
し

て
い
た
．
七
十
六
蔵
の
現
在
も
い
た
っ

て
元
気
。
三
遇
に
二
回
の
力
り
で
１
ラ

ウ
ン
ド

＾
―
フ
を
回
り
、
足
腰
に
衰
え

は
な
い
と
い
う
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
は
ｏ
４
５

（
ｎ
）
７
１
５
ｏ

俳
　
　
句

朝
な
き
な
　
う
た
て
楽
し
き

，
■

，

そ
ば
需
れ
て
賞
で
渉
き

，
，
山
ぎ
く
ら

レ
化
ら
っ
て
月
在

，
て
又
美
酒
有
つ
て

月
哄
え
て
我
家
の
桜
散
つ
て
乱
ひ

小
夜
す
が
ら

咲
き
す
さ
び
た
る
桜
花
■
し
む

和
　
　
歌

靱
な
さ
な
　
う
た
て
楽
し
き
桜

，
っ

今
日
は
何
処
の
道
を
拾
は
さ

そ
ば
濡
れ
て
賞
で
歩
き

，
，
山
ざ
く
ら

椰
辺
の
宿
に
妻
を
残
し
て

桜
花
有
っ
て
月
在
っ
て

，
美
酒
有
っ
て

言
ひ
は
か
り
な
き
心
足
ら
ひ
ぞ

桜

化

狂

ほ

ひ
|す  ][i

松 題

月
映
え
て
我
家
の
桜
敲
り
乱
ひ

安
こ
こ
ろ
な
く
夜
を
夏
か
し
ぬ

小
夜
す
が
ら

咲
き
す
さ
び
た
る
桜
た

，
し
む

わ
が
影
に
派
ふ
■
の
ｔ
と
し
も

(5)

だ
．
や
む
な
く
畔
柳
は
貨
物
船
の
ト
モ

の
方
を
、
佐
藤
は
ヘ
サ
■
を
回

っ
た
。

理
由
は
単
純
で
畔
柳
は
た
ま
た
ま
泳
い

て
い
る
う
ち
に
―
■
が
近
く
な

っ
た
だ

け
の
話
。
佐
藤
は
ト
モ
に
は
フ
ロ
ベ
ラ

が
あ

っ
て
、
い
つ
回
り
始
め
る
か
と
思

う
と

「
お

っ
か
ね
え
」
か
ら
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
工
い
こ
と
に
―
そ
の
方
は

激
し
い
潮
流
が
あ

っ
て
畔
柳
は
ど
ん
ど

ん
流
さ
れ
、
■
陸
し
た
と
こ
ろ
に
ゴ
ー

ル
か
ら

一
キ

ロ
以
上
離
れ
た
和
師
だ

っ

た
。

＾
サ
キ
を
回
っ
た
佐
藤
は
入
位
に

入

っ
た
．
畔
柳
が
ト
ボ
ト
ボ
波
打
際
を

歩
ヽ
て
ゴ
ー
ル
ベ
た
ど

，
つ
し
た
時
は

レ
ー
ス
は
終
わ
り
、
大
会
関
係
者
は
、

と
う
に
引
き
あ
げ
た
後
だ

っ
た
。
選
手

が

一
人
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
の
に
ノ
ン
キ
な
も
の
だ

っ
た
。
今

だ

っ
た
ら
投
索
隊
を
編
成
す
る
や
ら
．

大
会
役
員
の
責
任
問
題
な
ど
大
変
な
騒

ぎ
に
な
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

そ
の
後
．
Ｉ
の
水
泳
訓
練
で
腕
前
を

確
か
め
、
一ア
キ
の
い
い
の
を
実
め
て
正

式
に
水
泳
部
が
発
足
し
た
。
畔
柳
は
■

業
、
一
役^
、
関
東
大
震
災
を
経
て
、
昭

和
の
初
期
に
静
岡
全
ヌ
っ
．
市
役
所

べ

勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
の
場
所
に

ブ
ー
ル
も
完
成
．
水
泳
部
ら
し
い
方
み́

を
始
め
て
０
た
。

当
時
．
市
■
所
は
七
月
二
十
日
か
ら

入
月
い
う
に
い
半
ド
ン
だ

つ
た
。
現
在

だ

っ
た
ら
、
そ
れ
こ
´

「
役
人
天
目
こ
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一

夫

婦

そ

ろ

っ

て

同

窓

生

一

〓
一　
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．

・　

‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

一一
・

‐‐
‐
‐
「

‐‐，
‐‐―

・
‐‐
―

」

‐‐
―

‐ｉ
‐
・
・
「

‐ｉ
‐
，
・
『

‐‐
―

‐―‐
・
」

「

‐―
―

・‐――

・‐――

‐――

‐―
！

同
に
住
ん
で
い
る
な
ら
ば
．
高
校
は
や

は
，
静
高

べ
入
学
さ
せ
た
い
と
思
う
と

い
う
。

最
後
に
．
ご
夫
妻
に
そ
れ
ぞ
れ
の
採

■
を
お
“
い
し
た
．

人
は
妻
に
“
■
、
喪
は
夫
に
”
点
。

や
は

，
ｔ
ｔ
は
後
■
に
き
び
し
い
。

同
悲
■
カ
ッ
プ
ル
万
歳
．
藤
波
さ
ん

ビ
■
妻
の
深
―
愛
情
に
感
激
し
て
．
喪

子
の
お
ｔ
を
■
ま
し
た
。

（
雨
●
記
）

静
中
も
開
権
以
来
今
年
で
百
年
目
を

迎
え
る
。

こ
の
静
中
ｔ

，
ユ
高
に
女
土

徒
が
入
学
し
て
き
た
の
は
、
昭
和
４
年

４
月
か
ら
で
あ
る
．

以
来
約
“
年
．
■
●
で
は

，
校
■
従

の
ア
を
女
生
徒
が
占
め
る
と
い
う
．

男
が
い
て
女
が
い
て
．
ま
し
て
同
を

と
な
れ
ば

，
が

，
ば
え
■
■
に
な
る
同

意
上
が
い
て
も
な
た
の
不
思
議
は
な
か

ろ
う
。

今
回
ｌｉ
そ
ん
な
二
組
の
製
た
婦
を
“
介

し

よ

う

。

た
の
だ

っ
た
．

夫
は
学
校
時
ヽ
．
山
岳
部
に
所
属
し

山
‘
０
だ
け
を
考
え
る
毎
日
だ

つ
た
と

ｔ
う
。
”
証
と
称
し
て
現
在
の
段
”
公

国
の
石

，
を
漬
の
如
く
よ
し
登

っ
た
０

足
ν
強
化
の
た
め
マ
ラ
ツ
ン
に
熱
中
し

て
い
た
。

一
■

書
の
方
は
ス
ス
ケ
ッ
ト
、
メ

レ
ー
」
よ
群
の
運
動
”
性
に
も
の
を
言

わ
せ
、
静
高

ス
■
―
ツ
ウ
ー
マ
ン
の
花

形
だ

っ
た
と
い
う
が
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
は
不
思
訪
な
も
の
で
、
識
実
な

男
性
と
心
を
ひ
か
れ
、
こ
の
女
性
こ
そ

我
が
生
■
の
良
き
件
侶
と
、
お
Ｔ
Ｉ
に

紹
介
さ
れ
た
瞬
間
に
考
・■

■
埓
し
上

う
と
思

つ
た
二
人
の
同
窓
生
は
．
こ
の

時
点
で
は
．
■
念
な
が
ら
．
ま
っ
た
く

顔
も
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
．

ご
夫
妻
の
高
校
時
代
は
、
■
■
の
上

う
に
皇
か
な
時
代
で
は
な
く
．
ま
だ
戦

争
の
傷
跡
が
成

っ
て
い
る
●
で
あ

つ
た

が
．
そ
れ
で
も
楽
し
い
ｔ
ヽ
出
が
数
多

く
ら
つ
、
今
で
も
生
き
生
き
と
嘔

つ
て

く
る
と
い
う
．

三
年
間
、
皆
勤
賞
受
賞
が
物
語
る
よ

，
に
、
小
柄
な
が
ら
体
力
抜
■
の
夫
は

高
●
二
年
の
■
月
三
日
、　
一
年
■
輩
の

ヽ
浜
の
『
市
な
Ｌ
ｔ
地
で
あ
る
破
子

区
汗
光
合

に
Ｆ
●
〓
ｊ
さ
ん

＾
“
湖
）

は
る
み
さ
ん

（
旧
■
大
馨
ｍ
勁
）
仰
夫

姜
を
お
訪
ね
ｔ
た
．

お
二
人
が
拮
婿
し
た
の
は
昭
和
ｒ
年

２
月
、
出
会
い
は
あ
る
人
に
よ
る
“
介

（
■
兄
合
い
）
が
ら
だ

っ
た
と
ｔ
う
。

昭
和
％
年
．
夫
は
高
３
．
〓
は
高
ｌ

元
静
同
”
連
隊
の
兵
書
を
学
舎
と
し
て

一
年
間
．
―‐１
時
期
に
静
高
ｔ
活
を
過
し

Ｓ
氏
と
真
冬
の
ｉ
■
登
山
を
し
た
．
そ

の
年
始
め
て
の
登
山
者
と
い
う
こ
Ｌ
で

側
候
所
の
人
ｉ
か
ら
歓
迎
を
受
け
．
疵

労
も
■
さ
も
ふ
っ
と
ん
だ
叶
が
学
校
叶

代
モ

一
■
印

，
に
ヽ

っ
て
い
る
こ
と
だ

と
話
す
。

叉
．
在
学
中
前
高
Ъ
周
年
記
念
に
ぶ

つ
か
り
、
そ
の
時
の
印
高
祭
で
市
内
を

仮
装
行
列
を
し
て
い

，
歩

い
た
愉
に
な

こ
と
、
あ
る
ｔ
は
友
人
ｉ
と
富
士
川
ょ

で
サ
イ
タ
リ
ン
グ
に

，

っ
た
時
の
こ
と

が
印
ヨ
的
た
と
話
す
の
は
言
で
あ
る
．

学
校
時
ヽ
は
お
互
ｔ
に
知
ら
な
か

つ

た
が
、
結
婚
し
て
か
ら
母
校
が
中
子
同

に
出
場
し
た
時
な
ど
、
子
供
の
世
話
は

＝
馬
区
市
大
泉
町
六
六
四
ノ
十
二
に

，
●
仲
谷
東
十

ｔ
ｉ
ｒ
夫
雲
は
、
と
も

に
静
高
六
十
九
期
上
。
昭
和
三
―
八
年

に
結
婚
、
そ
の
後
二
人
の

，
の
子
を
も

う
け
、
明
る
く
．
オ
ー
フ
ァ
な
家
庭
を

営
ん
で
ｔ
る
．
人
の
東
洋
さ
ん
は
請
談

祉
勤
務
．
一言
貞
子
さ
ん
は
、
い
ま
Ｐ
Ｔ

Ａ
■
員
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。

東
■
さ
ん
が
貞
子
さ
ん
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
．
高
枚
ヽ
入
学
し
て
問
も
な

い
こ
ろ
．
ち
ょ
，
と
疫
せ
ぎ
一ヽ

オ
カ

ッ
パ
頭
の
よ
く
似
●
う
貞
子
さ
ん
を
、

登

・
外
校
の
際
に
時
と
き
見
か
け
た
。

「ち
え
ゃ
、
す
ま
し
や
が

っ
て
！
」
と

思
い
た
が
ら
も
．
自
〓
享
通
学
の
彼
ク

の
工
人
と
し
た
資
が
気
に
な
っ
て
仕
方

が
な
い
。
こ
れ
が
．　
い
つ
し
か
恋
心
に

`
・■,

起後湯工 |こ て IⅢ って左から真●さん、l■ ろみさん

ヽ介 くん(■■)、 かを ,さ ん(員女)

そ

っ
ち
の
け
で
■
婦
で
応
援
す
る
が
、

こ
ん
な
Ｌ
は
同
窓
生
で
よ
か
っ
た
な
ら

と
し
み
し
み
思
う
が
．
反
面
、
寄
付
金

な
ど
は
人
の
Ｉ
も
川
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
困
る
と
こ
だ
す
。

夫
婦
上
０

同
な
上
の
場
合
は

一
人
分

で
勘
千
し
て
も
ら

，
た
い
な
あ
と
冗
談

を
い
う
ご
夫
要
で
´
る
．

伝
あ

っ
て

，
に
■
た
の
が
、
私
〓
の

場
合
．
儒

々
同
窓
■
で
あ

っ
た
の
だ
け

れ
ど
．
人
と
人
と
の
出
０
い
は
大
切
に

す
べ
き
た
と
．
ご
夫
去
共

々
語
る
。

中
３
の
か
を
つ
さ
ん
．
小
４
の
大
介

さ
ん
の
２
人
の
立
派
な
子
●
さ
ん
が
、

こ
夫
去
に
お
ら
れ
る
が
、
も
し
も
．
前

■
，

´

ｒ
痰

(6)

藤
波
真
五
さ
ん

は
る
み
さ
ん

神
谷
東
洋
さ
ん

貞
子
さ
ん
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●

早
く
持
ち
合
わ
せ
た
映
画
館
の
前
に
行

っ
た
。
胸
と
き
め
か
せ
て
待

つ
。
約
束

の
時
間
が
く
る
。
十
分
、　
二
十
分
、
三

＋
分
‥
と
過
ぎ
て
行
く
．
と
う
と
う
彼

女
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
．

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
受
け
取

っ
た
貞
子
さ

ん
は
．
当
時
を
思
ｔ
出
し
た
が
・り

一
た

だ
た
だ
恥
し
く
て

、

友
人
達
と
運
動

場
で
野
球
を
す
る
姿
を
時
た
ま
見
か
け

ま
し
た
の
で
．
■
の
こ
と
は
知

っ
て
０

ま
し
た
。
折
日
正
し
く
．
お
し
ゃ
れ
な

感
じ
‥
と
―
う
印
象
で
し
た
。
約
束
の

口
．
約
束
の
時
間
に
．
そ
の
場
ま
で
行

く
こ
と
は
行

っ
た
の
で
す
が
．
ど
う
し

て
、
近
ｉ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
別
の
¨

画
を

一
人
で
観
て
帰

っ
た
の
で
す
」
と

語
る
．

居
て
も
立

っ
て
ヽ
い
ら
れ
な
い
気
Ｉ

ち
で
数
日
を
過
ご
し
た
束
汗
さ
ん
Ｌ

池
友
の
Ｈ
君
に
■
き
派
わ
れ
て
良
子
さ

ん
宅
を
訪
れ
る
が
不
在
．
プ
レ
ぜ
ン
ト

の
ア
ル
メ
ム
を
ヽ
母
さ
ん
に
託
し
て
寂

し
く
帰
る
．

は
じ
め
て
の
デ
ー
ト
は
、
市
水
公
口

だ

っ
た
．
点
子
さ
ん
は
写
真
を
撮

っ
て

も
ら

っ
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
．

一
「

三
度
デ
ー
ー
を
し
た
が
、

二
人
と
も
東

京
の
大
学

へ
進
学
．
そ
の
間
．
貞
子
さ

ん
の
家
に
東
京

へ
引
越
し
た
。
大
学
時

、
．
多
Ｆ
川

ヘ
デ
ー
ト
．
ボ
ー
ト
に
乗

っ
た
覚
え
は
あ
る
が
．　
ｔ
つ
と
は
な
し

に
逍
“
が
途
絶
え
て
し
ま

つ
た
．

そ
し
て
．
あ
る
日
．
建
設
会
社
に
勤

め
て
い
た
貞
子
さ
ん
ｌｉ
．
同
■
の
家
に

遊
び
に
行
く
。
そ
上
が
＝
然
に
も
東
汗

さ
ん
の
下
宿
の
す
０
そ
ｒ
だ

っ
た
．
殷

し
さ
も
手
●

っ
て
立
ち
常

つ
て
み
る
が

す
で
に
家
洋
さ
ん
は
引
赳
し
た
ら
と
．

大
家
さ
ん
が
規
切
に
ヽ
移
伝
先
を
設
え

て
く
れ
た
の
で
．
そ
の
足
で
訪
ね
る
．

何
と
―
年
ぶ
つ
の
■
会
で
あ

つ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
今
度
は
■
●
さ
ん
が

静
高
時
代
の
思
師
宅
に
出
か
け
る
一■

こ
れ
が
ま
た
貞
子
さ
ん
■
の
近
く
。
訪

間
す
る
と
貞
子
さ
ん
が
た
だ

一
人
ｌ
ｔ

ι

も
し
．
こ
の
時
二

人
で
な
か
っ
た
な
ら

二
人
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

ア
ル
バ

ム
な
ど
を
開
い

て
．
楽
し
い
０
と
と
き
を
過
ご
し
た
．

そ
の
後
良
子
さ
ん
は
．
あ
る
人
と
婚

約
．
　
．
さ
よ
な
ら
″
を
告
げ
る
べ
く
東

汗
さ
ん
に
会
う
。
　
一
お
ｎ
ｔ
に
ブ
レ
ｔ

ン
ー
し
よ
う
」
と
い
う
束
汗
さ
ん
に
従

っ
て
池
袋

へ
出
た
．
食
事
の
あ
と
．
′

ン
ス
ホ
ー
ル
ヘ
．
そ
こ
で
―
．
一ス
洋
さ

ん
は
プ
ロ
ホ
ー
ズ
し
た
の
だ

っ
た
．
真

子
さ
ん
も
Ｏ
Ｋ
．
翌
日
．
東
洋
さ
ん
は

静
岡
べ
発
ち
両
親
に
報
告
．
昭
和
三
十

八
■
九
月
十
五
日
．
請
談
社
の
先
輩
の

媒
酌
で
結
増
．
三
十
九
年
に
、
長
男
和

ｒ
月
誕
生
．
四
十
二
年
に

は
次
”
卓
■

君
が
生
す
れ
た
．

学
＋
時
代
は
山
■
部
に
■
を
置
き
．

こ
よ
な
く
山
を
メ
し
た
東
年
さ
ん
．
独

″
時
代
は
給
■
の
経
て
を
つ
ぎ
込
ん
だ

と
ｔ
う
か
．　
ｔ
よ
は
．
子
Ｉ
を
迪
れ
て

富
十
山
に
登
る
Ｆ
ｔ
．
＾
〓
社
で
は
野
球

テ
ー
ム
に
属
し
キ
一‥
・
テ
■
―
を
受
け

■
つ
．
真
到
に
仕
ｉ
に

，
，
紅
む
が
．

家
庭
を
も
大
切
に
す
る
よ
き
■
ス
で
あ

る
．
ウ
イ
ス
キ
ー
を
好
み
、
■
に
は
少

々
う
る
さ
ｔ
け
れ
ど
．
ｍ
か
い
こ
と
は

一
切
言
わ
な
い
人
．
貞
子
さ
ん
は
主
婦

業
に
専
念
．
手
ま

，
趣
味
と
ｔ
う
家
庭

的
な
よ
き

ヽ
マ
で
あ
る
．

も
し
も
静
同
に

，
ん
で
い
た
な
ら
．

ゼ
ひ
子
似
た
ち
も
「
高
に
入
れ
た
ｔ
と

い
う
お
二
人
．
子
洪
の
教
育
に
つ
い
て

は
．
し

っ
と
見
守
る
タ
イ
プ
の
東
■
さ

ん
．
少
し
ば
か

，
日
う
る
さ
く
．
厳
し

い
し
つ
け
を
と
心
が
け
る
貞
子
さ
ん
。

年
に

二

一
一度
原
因
不
明
の
大
げ
ん

か
を
す
る
と
い
う
が
．
こ
れ
も
仲
の
よ

い
証
拠
．

「結
婚
し
て
ま
か
っ
た
」
と

■
■
を
噛
桁
あ
な
が
ら
、
明
る
く
平
和

な
家
庭
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

（
原
円
記
）

左から2人 Hが貞子さん、その右|レ1束汗さん、

その市が長男和・千君、中央女の子 2人 の● 1「|が二男●伸言

Ｊ
ｌ
´
　

　

う
に

■

■

　

　

■

■

こ
の
●
の
初
め
か
ら
五
行
日
あ
た

，

に
．　
ｔ
く
つ
か
Ｈ
Ｒ
と
い
う
文
字
が
”

わ
れ
て
ヽ
ま
す
．
Ｈ
Ｒ
っ
て
ナ
一
？
と

い
う
方
も

，

ｔ
と
思
い
ま
す
．
戦
後
の

，
内
高
時
代
に
初
め
て
宇
一施
さ
れ
た
制

度
．
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
哺
称
で

す
．
ひ
と
っ
の
Ｈ
Ｒ
は

一
年
生
．
一
一年

生
．
三
年
■
‘
十
五
名
、
今
「
四
十
五

名
ほ
ど
で
編
成
さ
れ
迪
午
制
Ｈ
Ｒ
と
よ

は
れ
て
い
ま
し
た
。

ヽ
わ
け
全
学
年
を

迪
し
て
の
コ
、ヽ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
も
い
え
る
も
の
た

，
た
よ
う
で
す
．

今
●
か
ら
こ
の
会
報
の
編
焦
に
雨
官

明
■
■
．
原
出
淑
子

（
旧
”
平
山
）
さ

ん
が
加
わ
り
ま
し
た
が
．
く
し
く
も
．

私
と
も
ど
も
ュ
Ｈ
Ｒ
の
“
な
し
み
。
‘
‘

難
編
彙
委
に
口
Ｈ
Ｒ
閥
？
が
で
き
ま
し

た
．
　

　

　

　

（飯
山
　
レ
　
“
口
）

変

っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

つ
―
に
東
洋
さ
ん
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を

書
く
こ
と
を
決
〓■

音
い

て

は

み

た

が
．
ど
う
し
て
も
手
渡
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
当
時
、
東
洋
さ
ん
は
四
Ｈ
Ｒ
、

貞
子
さ
ん
は

一
Ｈ
Ｒ
だ

っ
た
が
、
都
合

ょ
く
親
友
の
Ｈ
●
が
彼
女
と
同
じ
Ｈ
Ｒ

に
い
た
。
早
速
Ｈ
君
に
相
談
、
手
波
し

て
も
ら
う
。
し
か
し
―
、
返
事
は
貰
え

な
か

っ
た
。

こ
う
な

っ
た
ら
押
し
の

一

千
．

二
度
、
三
度
‥
、

返
事
が
き
た
！

映
画

へ
の
話

―
に
Ｏ
Ｋ
が
出
た
の
た
．

約
束
の
日
、
東
Ｆ
さ
ん
は
三
＋
分
も
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ア
ラ
ビ
ア
の
地
に

十
五
年
を
過
し
て

鼠

入

武

夫

‥

国
の
技
術
を
他
国
に
紹
介
し
、
プ
ラ
ン

ト
輸
出
を
伸
ぼ
す
と
い
う
仕
事
に
つ
い

て
も
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

い
た

た

め
．
南
に
行
く
べ
き
か
西
に
赴
く
べ
き

か
、
仲
々
人
心
を
つ
け
か
ね
て
お
り
ま

し
た
。
誠
に
た
ら
し
の
な
い
話
し
て
す

が
、
思
案
に
あ
ぐ
ね
て

，
に
相
談
を
も

ち
か
け
ま
し
た
。
こ
の
母

は

つ
い
」収

近
、
人
＋
六
オ
の
天
寿
を
ま
ぅ
と
う
し

て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
．
そ
の
時
母
は

二

両
口
特
て
」
と
い
い
、
二
′
三
日
後

に
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
参
り
ま
し
て

，
西
へ
Ｆ
く
の
が
い
い
」
と
の
御
託
宣

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
ヽ
こ
の
間
に
占

い
を
や
っ
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。
■
の

ヽ
う
こ
と
が
全
て
を
決
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
も
石
油
の
開
発
に
参

加
し
た
ｔ
と
し
う
気
持
が
強
か
っ
た
の

で
．
結
果
的
に
は

，
の
御
託
●
に
従

っ

た
形
に
な
っ
ま
し
た
。

当
時
．　
ア
ラ
ビ
ア
に
つ
し
て
は
何
等

の
知
識
も
持
た
す
．
ま
た
仕
事
の
面
で

ま
す
や
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
は
、

す
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
と
の
石
油
利
権

の
交
′
で
あ
り
ま
し
た
が
．
こ
れ
ま
た

適
当
な
勉
強
材
料
も
な
く
ヽ
ち
ば
無
手

勝
流
で
飛
び
出
し
た
恰
好
で
し
た
。
こ

の
無
知
振
り
の
ひ
と
つ
を
御
被
屁
し
ま

す
と
．
砂
真
の
地
べ
辻
く
の
で
あ
る
か

ら
＾
ル
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ

る
と

思

い
、　
＾
ル
メ
ッ
ト
を
用
意
し
て
行

っ
た

訳
で
す
が
、
こ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
役
に

立

っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
■
月
か

ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の
一
年
間
の
利
権

交
渉
期
間
中
イ
ユ
ー
メ
ン
の
岩
塩
工
床

調
査
を
当
時
の
大
戌
大
臣
か
ら
依
頼
さ

れ
て
行

っ
た
時
の
た
だ

一
回
で
し
た
。

羽
日
へ
送
り
に
来
た
友
人
達
か
ら
、
お

前
は
ア
ラ
ビ
ア
ベ
猛
獣

，
り
に
行
く
の

か
と
い
っ
て
ひ
や
か
さ
れ
た
の
が
今
で

も
記
憶
に
ま
ざ
ま
ざ
と
残

っ
て
お
り
ま

す
．二

、
利
権
交
渉

当
時
す
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
石
油
の
開

発
を

，

っ
て

，
た
の
は
、　
ア
メ
リ
ヵ
の

ｔ
わ
ゆ
る
４
大

メ
ン
ー
ー
が
持

つ
ア
ラ

ム
一
と
い
う
会
社
で
．
い
わ
ば
こ
の
会

社
が
完
全
に
独
占
的
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
石
油
開
発
の
仕
事
を
行

っ
て
お
り

ま
し
た
。
今
で
こ
そ
オ
＾
ッ
ク
と
言
わ

れ
る
石
油
輸
出
国
機
格
に
加
入
し
て
い

る
石
油
産
油
国
は
．
石
”
政
策
に
関
す

る
主
導
権
を
完
全
に
握

っ
て
お
っ
ま
す

が
、
当
時
は
石
油
を
生
産
し
て
ｔ
る
会

社
が
石
油
政
策
に
関
す
る
主
導
権
を
握

っ
て
お
り
、
産
油
国
側
は

，
政
体
制
も

＋
分
整

っ
て
は
お
ら
ず
、
外
国
会
社
に

振
り
廻
さ
れ
て
い
た
の
が

実

情

で

し

た
。

こ
ん
な
状
態
に
あ

っ
た
た
め
、
産

油
国
政
府
に
は
何
と
か
し
て
不
利
な
条

件
を
改
め
た
い
と
い
う
強
い
ｍ
望
が
あ

っ
た
と
こ
ろ

，

日
本
が
飛
び
込
ん
で

行

っ
た
と
い
う
恰
好
に
な

っ
た
わ
け
で

す
。
従

っ
て
、
私
達
が
交
渉
に
入

っ
た

最
初
の
日
に
、
政
府
側
か
ら
既
に
政
”

側
モ
準
備
し
て
し
た
筋
定
原
案
を
つ
き

つ
け
ら
れ
、　
こ
の
内
容
を
読
ん
で
み
る

と
．
こ
れ
ま
で
の
ア
ラ
ム
●
と
の
契
●

と
比
べ
、
そ
の
内
容
が
著
し
く
厳
し
く

な

っ
た
も
の
で
し
た
．
■
た

は
．
こ
の

内
容
は
と
う
て
い
呑
み
得
な
い
と
の
立

場
を
と

っ
て
そ
の
後
楔
り
返
し
政
府
関

係
者
と
析
何
を
重
ね
た
訳
で
す
が
、
政

府
側
の
壁
に
固
く
、　
一
時
に
交
渉
を
断

念
せ
ぎ
る
を
得
な
い
と
の
考
え
に
も
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、

ア
ラ
ム
コ
契
約
は
二
＋
数
年
前
に
出
来

た
も
の
で
．
石
油
そ
の
も
の
に
対
す
る

一
日
の
経
済
の
よ
存
度
が
低
か
っ
た
時

代
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
産
油
国
も
石

油
の
重
要
性
に
対
し
て
認
識
が
低
か
っ

た
当
時
と
比
べ
、
既
に
時
代
が
大
き
く

変

っ
て
来
て
ヽ
る
こ
と
、
そ
れ
に
日
本

と
ア
ラ
ピ

ア
と
の
結
び

つ
き
は
こ
れ
ま

で
に
と
ん
ど
な
く
、
日
本
を
対
象
に
し

て
話
し
を
進
め
て

，
る
の
は

，
わ
ば
未

知
の
魅
力
に
過
ぎ
な
い
こ
と
等
よ
り
見

て
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
せ
ば
再
び
石

油
の
生
庫
と
言
わ
れ
る
ア
ラ
ビ

ア
に
お

い
て
石
油
の
開
発

べ
栞
り
出
す
こ
と
は

出
来
な
く
な
る
と
の
判
断
に
立

っ
て
こ

の
交
渉
を
ま
と
あ
る
●
心
を
し
た
訳
で

す
。
唯
二

つ
、
相
手
側
の
条
件
の
う
ち

ど
う
し
て
も
呑
あ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
石
油
が
発
見
さ
れ
る

は
じ

め

に

馘
あ

つ
て
．
私
は
．
昭
和
三
＋
二
年

か
ら
昨
年
の
キ
ま
で
の
二
十
年
間
の
大

■
を
ア
ラ
ビ
ア
の
地
で
過
し
ヽ
し
た
。

そ
の
地
に
ｔ
れ
．
中
学
を
■
業
す
る

ま
で
を
過
し
た
静
岡
は
．
い
う
ま
で
も

な
く
私
に
と

っ
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
想
い
出
の
数

々
を
持
つ
使
郷
で

あ
り
ま
す
が
、
Ｆ
味
十
五
年
の
問
自
分

な
う
に
持
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

，
つ
け

な
が
ら
．　
一
＝

．
日
を
送

っ
た
ア
ラ
ビ

ア
の
地
も
．
ま
た
．
永
久
に
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
、　

ｔ
わ
に
、
第
二
の
よ

郷
に
な

っ
た
思
い
が
し
て
お
０
ま
す
．

偶

ヽ

最
近
．
五
十
二
川
の
同
４
の

者
か
ら
．
同
な
套
の
会
報
に
ア
ラ
ビ
ア

の
話
を
ｔ
せ
て
は
．
と
の
お
す
す
め
が

ら
，
ま
し
た
が
、
長
ｔ
問
日
本
を
離
れ

て
ｔ
た
こ
と
も
あ

っ
て
．
同
期
の
方
や

同
４
の
方

々
に
全
く
無
音
に
過
ぎ
て
い

て
、

，
と
な
く
心
廿
し
く
思

っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
．
会
報

で
久
間
を
●
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
、
喜
ん
で
お
引
受
け
し
た
次
第
で

一
、
ア

・フ
ビ

ア

の
地

へ

ま
す
私
が
、
ア
ラ
ビ
ア
ヘ
ｉ
く
よ
う

に
な
っ
た
経
絆
に
つ
い
て
蝕
れ
て
み
ま

す
。私

が
初
め
て
ア
ラ
ビ
ア
ベ
出
か
け
た

の
は
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
の
こ
と
で

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
最
産
省
の
工

業
技
術
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

Ａ
々
、
こ
の
年
の
一番
、　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
日
本
ブ
ラ
ン
ト
協
会
の
所
長
交
代
の

話
し
が
あ
り
ま
し
て
．
私
が
こ
れ
を
志

望
し
た
と
こ
ろ
．
何
と
な
く
話
が
進
ん

で
、　
二
ヵ
月
程
の
う
ち
に
に
は
内
定
と

い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
０
　
ア

ラ
ビ
ア
石
油
の
創
設
者
と
な
ら
れ
た
山

下
さ
ん
か
ら
人
を
介
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア

の
石
油
開
発
を
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
る

か
ら
ひ
と
つ
参
加
す
る
よ
う
に
と
の
お

訪
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
．
大
学
で

は
石
油
工
学
を
修
あ
た
関
係
上
、
海
外

で
の
石
油
開
発
に
参
加
出
来
る
と
い
う

こ
と
は
．
も
ち
ろ
ん
望
む
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
が
、　
一
方
で
は
、
我
が

．■

G

゛
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ま
で

，
年
五
百
万
ド
ル
づ
つ
砿
区
料
を

払
た
と
い
う
条
件
で
す
。
新
し
い
地
域

あ
る
い
は
水
成
で
●
泊
を
見
つ
け
出
す

ま
で
に
は
．
最
低
■
年
か
ら
五
年
■
か

か
る
も
の
で
す
。

一
一
の
交
渉
に
先
■

っ

て
．
日
本
国
内
で
こ
の
仕

，
の
た
め
に

■
“
得
る
見
込
の
立

っ
た
０
１ｉ
三
十
五

〓
円
で
、
も
し
．
一
一年
間
政
府
の
い
い

分
迪

，
午
Ｈ
五
百
万
ヽ
ル
●

つ
払
え
ば

こ
の
工
区
＝
だ
け
で
も

．
■
万
ド
ル
．

当
時
の
円

・
ド
ル
レ
ー
ト
で
‐十
三
千
六

値
Ｈ
と
な
り
、
何
も
社
事
も
し
な
ｔ
モ

も
国
内
で

，
あ
得
る
金
―■
二
年
間
で
全

て
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
ま

す
ｏ
そ
こ
で
、
貧
乏
音
生
が
よ
く
や
ろ

手
で
す
が
．
出
世
払
い
の
考
え

，
ｔ
政

ｎ
に
申
し
入
れ
た
訳
で
す
。

こ
の
出
世

払
い
と
は
．
油
が
出
る
ま
で
の
拡
区
料

は
値
引
き
し
て
も
ら
い
．
油
が
出
た
ら

ば
政
府
の
い
う
五
百
万
ド
ル
の
工
区

，

と
値
引
き
し
た
差
額
に

一
話
払
い
を
す

る
が
．
油
が
出
な
か
っ
た
場
合
に
は
値

引
き
分
だ
け
の
拡
区

，
で
か
ん
べ
た
し

て
ヽ
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
方
で
す
．

結
局
、　
こ
の
や
つ
と
り
は
政
府
側
が
お

つ
て
く
れ
て
．
■
百
万
ド
■
を
三
百
万

ド
ル
に
値
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
訳
で

す
。政

●
と
の
間
の
話
し
か
人
体

つ
ｔ
ｉ

と
こ
ろ
で
日
本
政
府
に
交
渉
の
経
緯
と

協
定
の
内
容
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
”

定
内
容
が
ア
ラ
ム
つ
の
そ
れ
と
比
べ
著

し
く
不
利
に
な
っ
て
お
り
Ｌ
交
渉
せ
よ

と
の
強
い
要
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、　
こ

れ
に
対
し
て
．
ア
ラ
ム
●
勧
定
と
は
時

代
が
異
っ
て
０
る
こ
と
．
対
拿
海
域
で

の
油
の
発
見
に
は
十
分
自
信
が
あ
る
こ

と
．　
こ
の
チ
ー
ン
ス
を
逃
し
て
は

，
び

海
外
石
油
開
発
の
機
会
は
訪
れ
な
い
で

あ
ろ
う
こ
と
を
強
調
し
、
よ
う
や
く
日

本
政
府
の
議
承
を
と
つ
つ
け
る
こ
と
が

出
来
た
次
第
で
す
。

７
ラ
ビ
ア
石
油
が
夢
得
し
た
石
油
利

権
は
．
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
エ
イ

ト
と
の
間
に
検
た
わ
る
約
七
十
キ
●
メ

ー
ト
ル
の
中
を
持

っ
た
中
立
地
帯
の
”

合
で
あ

っ
た
た
め
、
約
五
カ
月
に
一ュ
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
交
渉
を
終
了
し

た
後
．　
ク
ウ
エ
イ
ト
政
府
と
も
同
し
ょ

う
な
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ウ

エ
イ

ト
政
府
と
の
交
渉
で
は
強
力
な
ア
メ
リ

カ
の
石
油
会
社
が
競
争
“
手
と
し
て
■

わ
れ
た
た
め
．
条
件
脚
争
の
形
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
サ
ゥ
ジ
ァ
ラ
ビ
ア
が
強

力
に
日
本
側
を
メ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
た
こ
と
等
も
あ

っ
て
、
昭
和
三
十
三

年
七
月
に
協
定
書
に
調
印

す

る

こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
交
渉
を
開
始
し
た
の

が
昭
和
三
＋
二
年
入
月
初
め
て
し
た
か

ら
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
ク
ウ
エ
イ
ト

両
国
と
の
利
権
交
渉
が
完
結
す
る
ま
で

に
は
．
ち
ょ
う
ど
ま
る

●
年
か
か
つ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
．

に
曳
航
し
て
、
こ
こ
で
脚
の
継
ぎ
足
し

件
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
私
ぎ
足
し
用

の
脚
を
海
中
に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
早
速
バ

＾
レ
ー
ン
島
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
ツ
ア
人
の
港
水
夫
を
呼
び
よ
せ
、

Ｚ
ち
た
Ｎ
を
探
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
二
日

た
っ
て
も
二
日
た
っ
て
も
見
当
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
い
に
潮
流
で
流

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
メ

出
て
来
ま
し
た
。
今
た
ら
ば
こ
う
い
う

場
合
．
水
中
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
調
べ
る

こ
と
も
出
来
ま
す
が
．
当
時
に
こ
の
よ

う
な
装
置
も
な
く
潜
水
夫
の
報
告
通

，

信
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
訳
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
時
間
を
●
ス
し
て
は
と

思
い
、
広
告
を
出
し
て
、
も
し
孝
と
し

た
脚
を
見
つ
け
た
ら
日
当
の
他
に
千
１

ル
の
資
金
を
仏
う
と
い
う
こ
と
に
し
た

と
こ
ろ
．
そ
の
湾
水
夫
が

，

日
も

ぐ

う
．
２
つ
か
っ
た
と
い
う
報
告
を
し
て

来
ま
し
た
。
■
つ
か
っ
た
場
所
を
問
い

尋
し
て
見
た
ら
、
落
と
し
た
直
ド
の
海

底
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
．

こ
の
藩
水
夫
が
日
当
紘
ざ
の
目
的
で
時

間
か
せ
ざ
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
訳
で
す
。
こ
れ
が
い
い
教
訓
に
な
っ

て
．
そ
れ
以
後
は
．
い
わ
ゅ
る

″流
れ

も
の
港
水
夫
″
を
便
う
こ
と
は
一
切
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　

（続
く
〉

紙^
両
の
都
合
に
よ
り
草
の
途
中
で
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詑
び
中
し
上

げ
ま
す
。
編
集
都
）

ヽ

二
、
油
出
発
見
ま
で
に

と

っ
た
先
喰
ヽ
方
式

が
、
ど
う
急
い
で
も
こ
の
最
終
解
析
結

果
は
■
年
の
四
月
に
な
ら
な
け
れ
に
出

て
こ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
こ
れ

で
は
時
間
が
か
か

，
す
一‘
て
資
金
の
ヽ

渇
は
日
に
見
え
て
い
た
の
で
．
試
掘
を

行
う
計
画
を
こ
の
最
終
結
果
の
出
る
前

に
進
め
る
こ
と
と
し
．
最
終
結
果
の
出

る
数
力
月
前
の
中
間
解
析
を
基
と
し
て

試
桐
を
す
る
た
め
掘
削
契
約
を
と
っ
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
と

，
方
は
い
わ
ば

家
を
建
て
る
地
所
が
最
終
的
に
確
定
し

な
い
の
に
建
築
業
者
と
建
物
契
約
を
し

た
よ
う
な
も
の
で
、
綱
波
っ
の
よ
う
な

計
画
の
進
め
方
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

石
油
が
見
つ
か
る
ま
で
の
工
区
料
を

年
三
百
万
ド
ル

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・

ク
ウ
ェ
イ
ト
一冊
国
で
）
ま
で
に
値
切
る

こ
と
に
成
功
し
た
も
の
の
、
こ
れ
で
も

一
日
に
換
算
す
る
と
三
百
万
円
■
つ
の

支
払
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

一
日
も

早
く
油
田
の
発
見
に
消
ざ
着
け
な
け
れ

に
な
ら
な
い
は
あ
と
な
０
．
い
ろ
い
る

と
古
し
ヽ
手
を
打
た
ざ
る
を
■
ま
せ
ん

で
し
た
．
探
査
を
Ｆ
う
に
は
海
上
地
●

探
拡
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
．
こ
の
地
震
絆
鉱
を

，
う
の
に
は
、

海
上
で
航
行
し
て
い
る
測
定
船
の
位
置

を
常
に
正
確
に
押
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
位
置
測
定
に
は
Ｌ
上
に

二
つ
の
モ
波
発
〓
基
地
を
設
け
な
け
れ

に
な
り
ま
せ
ん
が
．　
一
口
で
も
早
く
■

事
を
か
た
す
け
た
０
と
思
い
．
ク
ウ
ェ

イ
ト
政
府
と
の
降
定
調
印
が
済
む
前
に

こ
の
電
波
発
に
基
地
の
地
上
側
量
を
日

始
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
．
協

定
詢
印
前
で
仕

，
を
す
る
権
利
が
な
い

状
態
で
行

っ
た
の
で
、
政
府
に
呼
び
つ

け
ら
れ
、
え
ら
く
お
小
言
を
頂
戴
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
て
も
政
府
の
日
を
盗
ん

で
こ
の
測
量
を
紘
け
た
次
第
で
す
。
ま

た
．
湿
上
で
行

っ
た
地
震
′
砿
の
結
果

の
解
析
を
ロ
ン
ド
ン
で
行

い
ま

し

た

四
、
一
号
井
で

油
口
を
発
見

こ
ん
な
形
で
一一^
際
に
丼
戸
を
加
る
■

■
に
入
っ
た
訳
で
す
●
．
契
約
し
た
掘

削
装
置
は
ア
メ
リ
カ
の
ノ
キ
シ
『一
湾
を

昭
和
二
＋
二
年
！
れ
に
出
●
．
大
西
汗

・
地
中
減

・
ス
〓
ズ
址
河
を
通

っ
て
¨

れ
に
人

，
．
ア
ラ
ビ

ア
湾
の
予
定
地
に

着
い
た
の
は
■
昭
和
二
―
四
年
の
五
月

で
し
た
。

こ
の
時
ま
で
に
は

一
号
丼
を

掘
る
予
定
位
置
も
確
定
し
て

，
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
動
員
し
て

，
た
鋼

削
装
置
は
．
こ
の
予
定
位
置
の
水
深
に

は
．
■
の
長
さ
が
足

，
な
く
て
．
■
場

で
こ
の
足
を
推
ぎ
た
さ
な
け
れ
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
ま
し
た
。
そ
こ
で
中

立
地
帯
沖
合
に
あ
る
小
さ
な
ル
の
島
影
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四
二
回

一　
　
例
に
ょ

っ
て

一
よ
ん
に
―
会
」
の
会

合
は
す
こ
ぶ
る

，
い
。
当
し
ｔ
か
ら
に

決
ま

っ
て
―
る
の
だ
が
．
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
の
を
合
わ
せ
る
と
平
均
月

一
口
に

は
な
る
．
こ
の
よ
う
に
頻
繁
な
理
由
を

考
え
て
み
る
に
、
ま
す
第

一
に
．
郷
■

静
岡
を
離
れ
た
速
隔
の
地
で
の
仲
間
の

会
合
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
．
も
う
そ
ろ
そ
ろ
先
も

，
く
．
し
か

も
既
に
の
ん
き
な
撹
Ｅ
に
あ

っ
て
．
―

っ
で
も
ま
た
何
処

へ
で
も
す
ぐ
出
掛
け

ら
れ
る
者
が
多
ｔ
こ
と
な
ど
が
■
な
原

因
か
も
し
れ
な
い
て

し
か
し
、
も

っ
と

『結
人
」
の
ル
ー

ン
を
辿

っ
て
み
れ
は
、
母
校
が
百
年
に

亘
る
χ
光
の
歴
史
を
積
な
重
ね
た
そ
の

栄
菅
か
ら
来
る
自
貞
は
も
と
よ
り
、
在

学
当
時
か
ら
岳
南
健
児
と
し
て
の
意
気

は
す
こ
ぶ
る
軒
昂
で
あ

，
．
結
東
も
特

別
堅
か

っ
た
の
が
そ
の
根
本
原
国
で
あ

る
と
に
し
て

，
る
．

さ
て
そ
こ
で
最
近
の
会
合
の

一
つ
を

紹
介
し
て
み
よ
う
．
時
は
二
月
二
十
人

口
（火
）
夕
刻
よ
り
、
場
所
は
‘
京

「
よ

ん
に
―
会
員
」
の
建
の
一
つ
で
あ
る
新

橋
の
小
料
理
星

一
春
」
．
当
夜
都
合
の

っ
０
た
顔
触
れ
は
．
非
出
多
米
夫
．
岩

崎
康
．
岩
波
新
平
．
川
勝
信
美
．
萩
原

荘
五
、
女
野
監
介
．
鋼
夷
、
宮
崎
達
．

宮
崎
ｔ
糧
．
宮
沢
次
郎
、
村

松

直

、

森
抜
．
柳
川
太
郎
の
面
々
に
．
臨
時
特

別
客
員
と
し
て
の

「
く
に
子
」
嬢
の
十

四
名
で
あ

っ
た
。

身
辺
雑
事
に
関
す
る
報
告
や
ら
．
遠

・
近
在
住
会
員
の
消
息
．
某
て
は
趣
味

．
娯
楽

・
遊
ス
等
の
論
理
的
追
求
や
考

現
学
的
認
識
そ
の
他
に
話
の
花
を
咲
か

せ
て
．
時
間
は
ま
た
た
く
間
に
過
ざ
て

し
ま

つ
た
。

た
だ
今
回
特
記
し
た
い
の
は
．
前
記

の
森
踪
君
は
．

「
よ
ん
に
―
会
」
の
会

長
で
、
母
校
百
Ｈ
年
記
念
々
事
に
関
す

る
計
紅
な
報
告
や
打
合
せ
を
す
る
た
め

に
は
る
ば
る
諄
岡
か
ら
馳
せ
参
し
た
も

の
で
、
そ
の
熱
意
に
は
心
か
ら
故
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
る
．

次
に
「
く
に
子
」
嬢
で
あ
る
が
．
こ
れ

は
岩
崎
康
さ
ん
が
同
伴
し
た
も
の
で
、

彼
が
行
き
つ
け
の
方
司
屋
で
意
気
投
合

し
た

＾
た
だ
し
清
ｔ
清
ｔ
仲
）
き

っ
ば

，
と
し
た
物
分
か
り
の
よ
い
．
し
か
も

欽
む
ほ
ど
に
酔
う
に
ど
に
ま
す
ま
す
愉

`

代
に
な
る
Ｏ
Ｌ
で
．
時
な
ら
ぬ
肛

一
点

の
ご
光
来
に
は

一
同
年
を
忘
れ
て
し
あ

き
立

っ
た
の
は
事
■
ｔ

あ
る
．

な
お
．
当
日
に
た
ま
た
ま
わ
れ
等
の

破
′
す
る
大
先
す
、
η
期
の
す
家
イ
氏

（静
■

・
前
高
同
窓
会
神
奈
川
支
部
．

■
下
の
一
江
の
島
会
」
の
会
長
で
あ
０
．

関
東
同
窓
会
の
期
間
で
も
あ
る
）
の
芥

儀
が
、
築
地
本
鑽
寺
で
行
な
わ
れ
た
日

で
．
参
列
者
の
報
告
並
び
に
ま
し
ん
で

弔
意
を
表
し
た
。

つ
い
で
に
．
話
が
佐

康
の
こ
と
に
及
び
．　
．
生
き
て
ｔ
る
う

ろ
が
花
た
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
面

々
お
の
す
と
質
雑
な
表
情
を
早
し
て
き

た
か
．

，
に
よ

っ
て
直
さ
ん
が
突
然
．

一
俺
は
日
頃
み
ん
な
の
厄
介
に
な

っ
て

い
る
の
で
．
必
ら
す
み
ん
な
の
お
焼
香

だ
け
は
済
ま
せ
て
か
ら
行
く
か
ら
な
…

…
」
と
言
い
出
し
て
．
腹
を
か
か
え
て

駕
笑
す
る

一
幕
を
最
後
に
三
々
五
々
散

会
し
た
。
　

　

　

　

　

（村
松
直
記
）

四

〓

回

母
●
が
創
立
百
月
年
を
迎
え
る
今
↑

は
四
三
●
員
に
と
っ
て
ｔｔ
Ｔ
度
＋
業
五

十
周
年
に
あ
た
る
．
頭
つ
入
れ
ば
大
¨

＋
一一年
四
月
県
内
を
地
よ
つ
二
百
名
が

入
学
し
て
き
た
。
遠
方
の
者
は

，
宿
告

に
入

，
．
東

・
西
か
ら
の
汽
中
道
学
者

も
多
か
っ
た
。
級
友
の
始
ん
ど
が
明
治

四
十
三
年
生
れ
で

，
■
の
卒
業
回
数
は

ず
ｔ

，
明
治
の
年
表
と
同
し
て
あ
る
．

入
学
し
た
年
ら
九
月

一
日
に
関
東
大
　
め
ぐ
り
は
人
気
が
あ
り
．
腋
豆
針
道
の

震
災
が
発
■
し
．
京
Ｆ
地
方
は
灰
燎
に
　
‘
点
で
あ

っ
た
大
●
か
ら
場
ケ
ル
ま
で

帰
し
、
油
南

・
伊
一■
・
■
根
方
面
も
壇
　
歩
ｔ
て

一
泊
・
翌
日
は
天
域
峠
逆
え
の

減
的
打
撃
を
受
け
た
。
そ
れ
て
．
級
友
　
栞
合
ヽ
■
を
見
送
り
た
か
ら

「伊
豆
の

中
に
も
こ
の
方
面
か
ら
の

，
入
学
も

，
　
踊
子
」
ば
っ
の
下
口
へ
の
長
旅
で
あ

っ

か
っ
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
れ
か
ら
■
の
束
海
岸
に
し
て
も

第

一
次
大
■
以
降
の
不
江
も
大

，
■
　
西
海
■
に
し
て
も
、
追
路
は
に
ん
と
に

後
は
ア
に
世
だ
し
く
、
昭
和
初
期
に
到
　
■
か
で
船
以
外
資
乗
物
も
な
く
、
毎
日

る
ま
で
上
機
の
過
大
．
景
気
の
急
落
．　
　
が
山
越
え
岬
越
え
の
連
続
で
あ

っ
た
。

共
業
者
の
婿
加
．
銀
●
の
取
付
け
騒
ぎ
　
　
当
時
の
学
校
で
は
軍
事
故
練
も
工
課

ま
で
起

●
た
●　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
、　
一　

一一年
生
は
従
歩
．
三
↑

在
学
中
は
静
岡
の
名
の
ご
と
く
．
よ
　
上
、

，
は
〓
レ
ビ
ー
ル
・
レ
ガ
ー
ル
・

す
に
平
■
に
勉
学

に
ス
が
―
ツ
に
は
げ
　
村
田
大

二
〓
０
年
式

―
〓
八
年
式
の
銃

ん
で
い
た
．
旧
制
市
岡
高
十
学
●
も
こ
　
を
世
ｔ
た
．
校
庭
て
行
わ
れ
た
分
列
行

の
年
に
設
立
さ
れ
．
母
淡
か
ら
も

，
■
　
進
も
よ
■
歩
兵
銃
の
展
覧
会
で
、
●
校

組
が
毎
年
難
間
を
突
破
し
て
入
学
し
て
　

の
創
立
の
古
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た

ぃ
っ
た
。
述
動
も
盛
ん
で
．
ア
式
眈
■
　
が
．
今
次
の
大
性
で
焼
失
し
て
し
ま
つ

部
は
性
に
■
人
で
あ

っ
た
．
部
一貝
外
の
　
た
ｏ
理
勁
会
の
最
後
を
飾

っ
た
両
軍
に

者
も
大
勢
参
加
し
て
．
昼
休
み
や
波
評
　
分
れ
て
載

っ
た
政
城
煎
ゃ
歩
兵
第
二
十

後
に
け

，
あ

つ
た
■
の
で
あ

つ
た
ｏ　
　
　
四
迪
隊
へ
の
宿
泊
．
大
容
■
撃
場
の
■

は
統
あ
る
野
■
部
は
大
■
十
五
年
一員
　
弾
刹
撃
や
女
絆
河
原
の
●
習
も
過
去
の

の
甲
子
同
大
会
で
前
橘
中
学
と
延
■
＋
　
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
る
が
、
変
動

九
回
戦
の
末
勝
ち
進
み
．
＾
勝
で
は
満
　
の
昭
和
史
へ
の
■
●
で
あ

っ
た
感
が
す

洲
の
強
尊
大
逆
商
業
を
■
対

一
で

，

，
　

ろ
。

て
，

冠
を
勝
ち
有
た
．　
一
行
が
可
掟
し
　
　
わ
れ
わ
れ
の
イ
業
大
＝
昭
和
三
年
二

た
当
夜
は
整
幸
有
で
■
提
灯
行
列
を
行
　
月
三
日
で
あ

っ
た
。
謝
恩
台
が
当
時
の

一
た
の
も
心
れ
得
ぬ
思
い
出
て
あ
る
。　
　
前
岡
●
楽
部
で
ｍ
か
れ
た
。
進
学
す
る

■
休
み
の
行
事
で
ぁ

．
た
営
［ｔ
登
山
　
も
の
．
浪
人
す
る
も
の
．
家
事
に
従
事

．
盲
ｔ
五
＝
め
ぐ
っ
．

，
一立
半
Ｌ

（東
　
す
る
も
の
十
そ
れ
そ
れ
新
し
い
人
生
に

海
岸

・
西
海
岸
を
交
■
）
あ
で

，
、
北
　
向

つ
て
進
ん
て
い
っ
た
。

ア
ル
プ
ス
ロ
馬
．
鎚
ケ
■
●
山
に
も

，
　
　
卒
業
直
後
〓
〓

一
五
事
件
が
■
発
し

■
人
ヨ
が
参
加
し
た
・
特
に
伊
豆
半
島
　
た
。
大
■
十
四
年
に
議
会
を
通
過
し
た

゛
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月
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Ｌ
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に
よ
る
特
高
の
た
派
に
対
す
る
”
匡
が

は
げ
し
く
な
０
．
社
会
主
義
運
動
及
び

社
会
思
想
研
究
に
対
す
る
取
命
っ
が
き

び
し
く
、
第
二
次
大
戦
に
い
た
る
ま
で

の
同
取
締
０
や
換
挙
が
続
発
し
た
．

攣
し
て
ｔ
る
。
関
東
同
窓
会
総
会
ゃ
４

種
の
行
事
に
も
次
第
に
多
数
の
会
員
が

出
席
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
，
■
＋

二
年
”
の
総
会
及
び
■
●
の
Ｆ
●
及
び

母
●
創
立
百
周
年
記
念
大
会
に
も
多
数

出
席
さ
れ
る
よ
う
‘
●
に
ぉ
“
い
す
る

●
第
で
あ
る
。

出
席
者
名

尾
崎
郭
二
郎
　
永
丼
　
景
　
ｔ
央
水

一

矢
部
　
′
　
近
藤

，
Ｌ
”
　
松
同
義
Ｔ

颯
口
利
郎
　
人
木
友
治
　
施
口
亀
太
郎

大
石
点
次
　
昔
向
ム
　
彰
　
森
下
強
三

松
工
清
平
　
伊
藤
寿
進
　
出
島
“
夫

小
倉
■
大
　
帯
金
鎮

一　

神
谷
”
郎

清
水
ナ
郎
　
餃
谷
辛

一
郎
　
小
杉

　
一

以
上
静
岡

今
■
志
郎
　
出
崎
上
夫
　
ｉ
人
正
憲

西
沢
純
〓
一　
　
　
　
　
　
　

，
―
関
東

（
西
沢
純
二
記
）

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
柳
条
一■
の
新

鉄
線
爆
●
を
契
機
に
満
洲
●
変
が
勃
発

し
て
か
ら
は
世
界
ヽ

一
変
し
て
し
ま
，

た
。
両
洲
国
の
誕
■
、
リ
ッ
ト
ン
調
査

団
＊
訪
、
「
本
の
国
際
適
哺
脱
退
と
Ｈ

す
ぐ
ろ
し
く
変
動
し
て
い
っ
た
。
昭
和

八
年
に
は
■

・
一
■

，
■
が
発
ｔ
し
．

わ
が
国
の
世
論
も
左
派
”
Ｌ
．
誕
右
■

四
六
回

範
と
お
前
は
同
期
の
桜
と
中
し
た
ｏ

と
こ
ろ
で
す
が
．
大
一止
一三

二
年
頃
の

ｔ
ま
れ
と
も
な
る
と
、
同
期
の

，
千
し

，
で
し
ょ
う
か
。
静
同
で
は

，
年
必
ず

一
回
は
同
期
会
を
開
い
て
お
０
．
繁
画

君
が
張
切

つ
て
、
面
御
を
几
て
く
れ
て

い
ま
す
、
四
月
に
予
定
の
■
合
は
．
Ｔ

度
、
同
期
の
山
本
静
同
県
知
事
が
ら
川

馬
を
声
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
激
励
会

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

一
方
関
東
支
部
の
方
は
．　
一
昨
年
夏

第
Ｔ
Ｅ
静
“
３
全

（於
静
同
三
笑
亭
）

三
の
■
頭
に
抽
〓
を
か
け
て
い
っ
た
．

嘔
和
十
二
年
七
月
七
日
北
平
郊
外
で

蔵
一属
橋
事
件
が
発
生
し
、　
こ
れ
が
支
”

事
変
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
し
ま

っ
た
．

―
掟
ｉ
′

・
ノ
■
ン
＾
ン
ヤ
々
と
次
第

に
戦
隔
は

，
入
し
．

，
く
の
級
友
も
大

東
¨
戦
争
か
ら
第
二
次
Ｌ
界
人
或

へ
の

■
中

ヽ
と
を
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。
満

洲
工言
変
以
降
終
”
に
い
た
ろ
問
級
友
の

中
か
ら
も
戦
死
者
を
出
し
て
ｔ
る
．

式
後
の
滉
■
期
を
通
し
て
．
そ
れ
ぞ

れ
，

国
の
Ｌ
Ｏ
●
興
に
■
生
を
卜
げ
て

今
日
に
到

っ
て

，
る
．

今
年
は

，
度
．
事
業
二
十
月
年
に
な

る
．
よ
る
二
月
■
＋
五
日
静
両
三
笑
キ

で
第
ｔ
■
ｔ
‐ロー
日
の
四
三
会
を
田
世
し

た
。
午
ま
る
も
の
■
＋
工
名
．
関
束
ょ

０
今
丼
、
Ш
崎
．
■
沢
．
西
沢
の
四
名

が
参
加
し
た
。
例
に
よ

っ
て
〓
一笑
〓
竹

製
の
ス
キ
ヤ
キ
で
人
盛
会
で
あ

っ
た
。

本
年
の
大
会
に
そ
な
え
て
名

蒸

の
改

司
．
■
●
創
ｉ
記
念
大
会
に

，
せ
て
十

月
七
日
前
後
に
四
二
会
五
十
周
年
記
念

人
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
幹

事
の
活
動
と
会
員
の
協
力
に
よ

っ
て

，

附
金
の
割
当
額
を

，
■
し
．
■
額
も
四

二
会
の
■
金
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

四
二
会
員
は

，
■
百
十
七
名
で
そ
の

中
二
十
七
〓
が
関
東
同
窓
会
に
入

っ
て

い
る
。
物
た
者
も
π
＋
六
名
に
な

っ
て

し
ま

つ
た
。
関
東
四
二
会
も
昭
和
三
＋

一
午
第

一
回
を
開
い
て
よ
っ
十
六
回
開

鳳
口
、
大
精
、
大
日
、
加
よ
、
■
■

近
Ｆ

（
希
）
、
杉
本
、
原
崎
、
松
岡
、

の
計
ｉ
お
よ
び
山
崎
。

ゴ
ル
フ
会

閂
東
在
住
四
人
会
ゴ
ル

フ

ァ
仲

問

（
詢
二
十
名
）
で
■
■

ニ
ロ

，
岡
に
し

て
い
る
が
．
今
回
は
二
月
二
＋
「
（上
）

に
，

豆
大
●
カ
ン
ト
リ
ー

●
ク
ラ
ブ
で

行

っ
た
。
静
岡
４
卜
の
天
狗
連
の
参
加

を
期
●
し
て
．
東
京
と
声
岡
の
中
間
の

■
一■
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
次
第
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
都
合
で
静
岡
組
は
参
加
で

き
ず
、
関
東
側
の
八
名
．
■
組
と
な

っ

た
。当

日
は
天
気
も
ヽ
く
、
｝
キ
に
も
拘

ら
ず
に
か
で
．
打
ち
出
し
の
箱
根

■
―

ス

一
ｉ
ホ
ー
ル
の
Ｆ
面
に
は
、
■
し
ｔ

ｉ
■
山
メ
ト
ヽ
の
上
に
浮
き
出
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
．
帯
岡
時
代
、
颯
な
タ

な
仰
ぎ
■
に
ヽ
■
山
に
は
．
何
と
も
言

え
ｎ
規
し
さ
と
思
ヽ
出
を
見
え
ま
す
。

一
組
は
版
Ш
．
■
藤
、
原
崎
、
松
岡

二
肛
は
大
田
．
加
藤
、
平
岩
、
山
崎
．

十
時
三
十
分
テ
ー
ー

・
オ
ブ
、
「
根

・

■
上
の
両

●
―
ス
の
ロ
ン
ー
ア
ウ
ン
ト

各
担
と
も
お
互
い
に
ホ
ー
ル

・
マ
ッ
チ

等
で
楽
し
い

一
日
を
過
し
た
。

当
月
の
ブ
レ
ー
の

、
イ
ラ
イ
ト
は
．

．
肛
原
崎
君
の
籠
根

コ
ー
ス
九
千
で
の

メ
ー
デ
ー
、

二
社
で
は
富
Ｌ

コ
ー
ス
四

■

一
九
二
米
メ
ー
３
の
ホ
ー
ル
で
全
員

が
バ
ー
‥
、
全
員
が
ブ

●
に
な

っ
た
よ

し

久
し
振
り
に
十
二
名
が
葉
ま

っ
て
楽
し

い

一
時
を
過
し
ま
し
た
が
、
以
来
や

っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
連
絡
員
の
不

行
局
き
も
あ

っ
て
、
秋

の
予
定
を
見
送

り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
二
年
ぶ
り
に

開
く
可
く
計
画
中
で
す
。

四
十
六
躙
の
諸
兄
！
　
近
況
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
お
仕
事
の
こ
と
．
家
族

の
こ
と
．
健
康
状
態
、
そ
の
他
な
ん
で

も

＾
ガ
キ
で
結
構
で
す
。
次
の
同
期
会

で
報
告
し
ま
す
。

（
同
期
会
連
絡
員
大
藤

・
呵
部
記
）

四
八
回

二
月
＋
日
、
有
楽
町
の
日
本
倶
業
部

で
関
東
在
住
者
の
条
い
を
開
き
ま
し
た

が
、
こ
の
日
は
特
に
静
岡
か
ら
新
問
君

も
特
別
参
加
さ
れ
．
百
周
年
寄
附

，
募

金
の
現
小
や
、
静
国
の
近
況
報
告
が
あ

り
、
特
に
亀
山
君
の
人
院
、
重
体
の
報

告
が
あ
っ
た
。

（そ
の
後
．
二
月
十
六

日
に
し
く
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
．
さ
ん

で
ご
冥
福
を
す
０
ま
す
）

次
に
原
崎
君
よ
り
例
に
よ
っ
て
関
東

支
部
の
幹
事
会
報
告
が
あ
り
．
そ
の
あ

と
懇
談
．
次
回
の
ゴ
ル
フ
会
の
予
定
な

ど
の
打
合
わ
せ
を
し
た
。

杉
本
君
は
久
し
振
り
の
出
席
、
会
場

を
お
世
話
下
さ

っ
た
福
永
君
は
京
成
ネ

テ
ル
の
専
務
て
成
田
空
港
開
港
間
近
か

で
止
む
な
く
欠
席
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
次
の
と
お
り
０
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う
な
気
分
を
味
わ

っ
た
．
な
お
、
＾
ス

ト
グ

●
ス
は
九
十
四

（
山
崎
）
．

今
回
の
コ
ン
ペ
に
つ
い
て
．
つ
二
大

●
カ
ン
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ
支
配
人
安
口
君

大
六
回
に
は
特
別
な
”
宜
を
計

っ
て
い

た
だ
ざ
深
証
し
ま
す
．

＾
―――
崎
　
　
記
）

五
二
回

い
ま
す
．
■
月
に
は
又
．　
一
一
〓
二
（
ひ

〓
み
）
会
ゴ
ル
フ
例
会
が
行
わ
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
．
私
事
で
恐
結
で

す
が
．
本
年

二
月
に
ち

，
●
と
し
た
ギ

，
ク
リ
換
を
ゃ

っ
て
．
木
だ

つ
ル
セ
ッ

ト
を
は
め
て
ヽ
る
始
末
■
．
そ
れ
も
に

治
る
か
ど
う
か
今
か
ら
心
配
し
て

，
る

次
第
．
こ
れ
も
年
の
せ
―
か
，

■
京
生
の
そ
の
後
の
変
化
は
■
ん
ど

な
―
様
で
す
が
．
古
米
地

（
ア
十
ヒ
レ

十
七
千
）
が
上
海
道
■

，
・
本
午

一
月

下
句
．
本
社

へ
栄
Ｌ
と
な
つ
．
束
■
に

一
人
う
る
さ
ヽ
の
が
“
え
た

，
で
す
．

７
月
の
前
同
で
の
■
■
期
会

の

一
人

で
も
多
―
参
加
を
今
か
ら
希
い
、
ス
し

み
に
し
つ
ヽ

，
告
迄
．

（直
原
壇
衝
）

五
〓
回

願
い
し
て
下
さ
い
．

尚
、
市
同
の
鈴
木
君

・
長
谷
川
岩
が

静
岡
の
同
ュ
会
に
――ｌ
ｒ
し
て
呉
れ
る
よ

う
に
言

っ
て
〓
０
ま
す
．
■

々
も
面

，

外
の
町
に
大
―
に
前
同
に
行
き
青
し
，

一
　

此
の
十
月
に
は
●
校
創
サ
百
周
年
記

念
式
奥
が
″
大
に
行
わ
れ
様
と
し
て
〓

，
■
す
．
叶
五
二
年
十
ば
噴
よ
り
●
ふ

同
期
■
に
募

，
の
レ
カ
を
お
い
い
し
て

今
日
に
な
り
ま
し
た
が
．
在
市
両
の
■

事
ょ
ぅ
の
報
告
に
よ
れ
ば
．
多
数
の
詰

兄
よ
っ
の
賛
同
に
！
り
．
昨
年
秋
に
は

一
応
割
当
額
は
本
部

へ
納
金
出
来
た
様

で
、
此
の
計
上
を
借

，
て
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
■
ヵ
“
京
同
期
合
も

一
昨
年

十

一
月
開
催
さ
れ
．
そ
の
様
子
は
関
東

同
窓
会
会
報
二
号
で
お
報
せ
し
た
が
．

五
二
年
は
ぁ

っ
と
云
ぅ
間
に
過
ざ
去

一

た
感
じ
で
、
会
合
を
持
ち
得
な
か
っ
た

■
は
我
念
此
の
■
無
し
．

本
年
は
●
周
年
の
■
で
も
あ

，
．
Ｉ

月
に
は
例
午
通

，
静
岡
で
の
同
期
●
同

会
が

，
わ
れ
ま
す
が
．
市
同
ｒ
事
の
■

折
り
で
．
同
口
に
は
同
期
物
雄
者
の
慰

”
一一条
が

，
わ
れ
る

，
で
す
が
．
此
の
使

り
が
誌
■
に
出
ろ
い
に
は
．
諸
兄
が
そ

の
折
の
感
慨
に
ひ
た

っ
て
い
る
■
と
思

π
四
二
‘
ム
の
同
卿
■

，
は
．
■
京
の

よ
ス
を
順
次
訪
用
し
て
近
況
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
を
前
〓
て
詢
■
し
た
が
．

紙
面
の
部
合
で
賜
載
出
来
な
い
羽
Л
に

な

っ
て
し
よ

つ
た
．
三
●
■
の
ス
＾
―

ス
の
所

＾

工
影
を
よ
む
と
記
事
の
分

が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
．
Ｉ

月

二
十
日
．
“
岡
で
の
五
四
手
合
に
出

●
し
て
得
た
時
■
を
世
せ
た
．
尚
、
六

号
で
は
友
人
訪
問
を
載
せ
た
い
と
思
う

が
．
掲
載
ご
希
望
の
■
に
小
生
宛
ご
迪

結
下
さ
い
．

迪
“
ｔ
　
“
―
九
Ｃ
人
―
三
〓
五
二

事
業
時
及
び
最
近
の
顔
写
真
が
あ
る
と

効
果

，
あ
る
と
思
う
。
こ
の
顔
が
、
か

，
て
の
［
）Ｃ
か
と
か
×
ｘ
か
と
か
・
ど

う
せ
ア
′
ナ
て
し
か
覚
え
て
い
な
い
だ

ろ
う
が
．
こ
う
し
た
方
が
彙
し
さ
も
倍

加
す
る
こ
と
だ
ろ
う
．

さ
て
．
当
日
に
所
用
で
東
京
を
証
れ

る
の
が
遅
力
．
‘
ヽ
場
の

「
あ
な
ご
や
」

に
着
い
た
時
は
高
山
Ｆ
事
の
イ
告
が
始

，

っ
て
い
た
。
大
略
は

一
●
●
年
余
関

こ
の
二
年
許

，
幹
事
が
支
部
活
動
に

追
わ
れ
て
同

，
会
が
出
来
な
い
て
困

っ

て
い
た
所
、
山
昔
層
の
尺
力
で
四
月
二

十
八
日
新
宿

「今
佐
一
で
久
し
振

，
に

し

，
ん
ね
え
仲
間
が
矢

，
ま
し
た
。

山
“
者
は
大
石
．
大
稿
．
奥
野
．
小

野
．
畔
柳
．
●
ホ
．
ッ
■
．
島
日
．　
日

鳥
、
杉
山
．
国
Ⅲ
．
手
ル
、
徳
永
．
橋

本
．
益
円
．
一本
像
．
森
下
．　
―――
■
．
月

ｉ
■
の

一
九
名
．
久
し
振
り
で
は
あ
つ

″
辺
具
動
多
き
年
頂
で
は
あ
つ
．
イ
白

の
近
況
等
々
の
話
に
花
が
咲
い
た
．

奥
野
■
は
昨
年
十

一
月
冑
を
手
術
し

既
に
先
気
で
あ
る
が
．
こ
れ
で
体
工
が

十
■
■
減
少
し
て
却
て
鮭
康
的
に
な

っ

た
の
は
良
ｔ
か
服
が
ィ
ブ
グ

，
で
因
る

由
．
白
菖
”■
は
当
日
二
人
口
の
孫
が
生

れ

〓
ッ
ク
ネ
ー
ム
通

，
シ
ー
サ
ン
に
な

っ
た
．　
一
方
同
田
■
は
最
Ｉ
の
夫
人
を

失

っ
て
日
、
独

，
生
活
中
．
近
々
神
奈

川
県
に
移
る
■
定
等
そ
れ
そ
れ
の
人
生

に
友
情
を
女
わ
し
て
和
や
か
に
話
は
八

`も

1

●

前,1左 より手島、舌林、大橋、自鳥、人石、橋本 中列 小野、畔柳、11日 、
口田 後夕1 月見 T、

`上

回、奥野、徳ス、小育、苺下、杉山、桜■、宗揉
53川 ■ 会          53・ 4・ 2s  ■●宿今■

五
四
回

（
月
児

，
■
「
郎
記
）

き
す
．
お
神
酒
の
メ
ー
ー
ル
も
ヒ

つ
た

が
脱
燎
事
故
は
無
く
、
九
け
頃
お
開
ぎ

に
し
た
．

ス
．
今
回
の
世
話
を
し
て
貫

っ
た
山

せ
「
一
に
感
謝
す
る
と
共
に
．
今
後
の
“

「
‘
を

，
も
う
と
い
う
話
が
出
て
．
参

会
者

一
同
賛
成

一
決
し
た
。
同
級
■
諸

君
か
ら
の
連
絡
そ
の
他
同
君
の
方

べ
御
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係
で
、
■

，
か
ら
既
■
の
事
で
あ
っ
た

か
ら
省
略
す
る
．

続
い
て
高
橋
募
金
委
員
長
か
ら
募
企

に
協
力
を
と
の
要
一岬
が
あ

っ
た
が
、
高

橋
君
の
メ
ン
ツ
を
立
て
る
意
求
か
ら
も

出
来
る
だ
け
協
力
し
て
ほ
し
い
．

安
東
君
が
屹
杯
の
音
頭
を
と

，
．
そ

れ
か
ら
は
あ

っ
ち
で
ガ
ブ
ガ
ブ
、
こ
っ

ち
で
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
の
大
富
会
．
出
席

者
は
二
十
八
名
で
、
速
来
の
人
は
、
名

古
屋
か
ら
中
山
、
東
京
か
ら
は
安
東

・

夫
円
（今
丼
）
・
下
山
（西
）
‥
入
原
の
話

兄
と
小
生
で
あ

っ
た
．

高
塙
副
会
長
か
ら
、
東
京
●
四
季
会

の
結
束
．
な
ら
び
に
関
東
と
本
部
の
規

交
を
深
あ
る
こ
と
に
ヽ
力
し
て
は
し
い

と
懇
計
さ
れ
．
４
カ
す
る
こ
と
を
約
し

た
．解

散
後
．
望
月
キ
ン
ギ

●
と
秋
‐――
七

ン
ヽヽ
ツ
の
両
君
が
、
医
師
会
の
会
合
の

た
め
こ
れ
て
到
着
、
同
所
で
二
人
を
迎

え
て
有
志
が
二
次
会
を
ひ
ら
■
■

そ
の

あ
と
．
ブ

ロ
ッ
タ
別
に
お
日
当
て
の
穴

場

べ
と
い
う
こ
と
に
相
成

っ
た
．

小
生
は
渡
辺
（
源
γ

杉
山

富^
〓

遠

“

■
品
木
の
話
忙
に
■
れ
ら
れ
て
中
町

の
よ
み
巳

へ
す
か

，
こ
し
た
が
、
席
飲

し
て
イ
ウ
ン
．
高
木
君
の
は
か
ら
ヽ
で

彼
の
知
含
い
で
あ
る
よ
東
町
の
旅
館

ヘ

厄
介
に
な

っ
た
。
城
束
嘔
と
い
ぅ
の
は

面
醤
を
や
つ
た
練
兵
場
以
後
は
知
ら
な

い
の
で
．　
一
帯
の
町
並
を
見
て
も
す
ッ

大
り
方
角
０
見
当
が
つ
か
な
か
０
た
．

翌
日
．
書
を
慄
し
ん
で
あ
ち
こ
ち
歩

い
て
帰
っ
た
が
、
空
気
の
人
や
か
さ
は

東
京
に
長
く
住
ん
だ
せ
い
か
滅
法
旨
く

感
し
て
、
深
呼
吸
し
な
か
ら
歩
き
．
久

し
振
り
に
空
気
の
吸
い
溜
め
を
し
て
来

た
次
第
．

諸
君
も
な
か
な
か
静
岡
へ
行
く
機
会

も
あ
る
ま
い
が
た
ま
に
は
静
同
へ
行
く

の
も
ヽ
い
ぜ
。
五
四
季
会
の
友
も
静
岡

在
住
は
結
構
多
い
か
ら
、
訪
問
し
て
歩

い
た
ら
歓
迎
し
て
く
れ
る
と
思
う
よ
。

五
四
季
会
の
友
だ
け
は
友
情
を
要
切
ら

な
い
、
い
い
人
は
か
り
だ
と
会
の
時
の

た
び
に
そ
う
思
う
か
ら
．

話
は
別
だ
が
、
当
日
．
隣
席
の
永
原

君
か
ら
、
東
京
の
有
志
が
七
月
＋
曰
．

同
君
の
激
励
会
を
設
け
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
五
四
孝
会
の
諸
■
も
誘

っ
て
く
れ
と
の
話
が
あ

っ
た
。

静
岡
を
離
れ
て
い
る
我
々
が
、
直
接

同
君
に
勝
力
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
、
こ
う
い
う
時
に
で
も
、
旧
交
を
温

め
、
か
つ
同
君
の
政
界
に
お
け
る
活
躍

の
励
ま
し
の
一
勁
に
で
も
な
れ
に
と
思

っ
て
せ
る
。
そ
の
節
は
な
る
べ
く
多
数

参
加
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

と
う
と
め
も
な
い
記
事
に
な
っ
て
し

ま

っ
た
が
、
い
ま
や
各
界
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
に
も
な
ら
れ
て
い
る
文
才
あ
る

諸
兄
．
我
が
躙
か
ら
も
叫
柳

・
〒
沢

・

嵐
入
‘
先
輩
の
向
う
を
張
っ
て

一
文
を

も
の
し
て
は
い
か
が
。
　

（
に
原
記
〉

五
七
回

分
の
優
“
な
楽
し
い
老
後
を
０
う
す
る

為
に
、
健
康
に
な
る
事
、
物
事
を
全
て

明
る
く
見
る
事
．
返
味
を
■
ち

一
生
懸

命
に
打
ち
込
む
事
等
に
徹
し
て
、
心
老

い
ざ
る
こ
と
が
処
訓
た
と
私
は
思
う
。

正
月
に
自
宅
の
あ
る
市
で
名
■
と
称

す
る
者
の
新
年
の
葉
が
あ

っ
た
。
Ｋ
中

と
言
う
県
立
の
出
身
者
が
多
く
．

「我

メ
母
枝
は
八
＋
周
年
を
今
年
迎
え
る
名

門
技
」
と
の
話
に
た
が
咲
い
た
。
Ｋ
中

の
卒
業
生
で
な
い
者
は
非
常
に
惨
め
な

ム
ー
ド
に
落
入

っ
た
。
そ
の
話
が
永
び

く
の
で
私
は
言

っ
て
や
っ
た
。

「
ナ
ヌ

八
十
年
だ
と
．
ま
だ
く

ま
だ
よ
。
我

が
母
校
は
今
年

一
〇
〇
周
年
グ
ド
」
。

こ
れ
て
名
円
校
の
話
は
消
え
て
行

っ
た

が
、　
つ
く
づ
く
前
中
を
卒
業
し
た
事
に

誇
を
■
つ
と
同
時
に
、
人
前
で
あ
ま
り

エ
リ
ー
ト
だ
と
か
、
社
会
的
地
位
だ
と

か
で
誇
ら
し
く
胸
を
張
る
も
の
で
な
い

と
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

■
曰
．
山
手
線
の
中
で
、
一削
に
座

っ

て
Ｅ
た
親
爺
が
つ
か
く

と
私
の
処
に

来
て
、

「矢
礼
で
す
が
、
静
中
を
出
ら

れ
た
堀
江
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で
は
ご
ざ

０
ま
せ
ん
か
」
だ
と
。
よ
く
見
る
と
後

輩
の
Ｈ
君
な
の
だ
。

「
ま
っ
た
く
の
失

礼
、
俺
が
そ
の
本
人
な
の
だ
」
　

己
の

髪
の
毛
の
生
長
を
ま
え
な
い
で
他
人
の

禿
頭
を
見
る
か
ら
こ
の
様
な
大
間
違
を

す
る
の
だ
。
だ
れ
で
も
年
寄
に
見
ら
れ

る
の
は
嫁
た
よ
。
同
窓
会
に
は
務
め
て

嵐
を
出
し
て
、
お
互
の
変
身
を
確
認
し

よ
う
ぜ
。

二
七
期
と
し
て
編
集
幹
事
諸
君
の
絶

大
な
る
御
努
力
に
よ
り
．
四
七
年
に
は

家
族
ア
ル
メ
ム
集
を
、
五
二
年
に
は
■

出
の
文
集
「
と
も
が
き
」
を
作
成
し
た
。

誠
に
立
派
で
貴
重
な
る
も
の
で
、
私
は

ベ
ッ
ド
の
本
棚
に
置
い
て
嘔
あ
る
ご
と

に
、
ひ
も
と
い
て
は
三
十
一
ヤ
と
し
て

居
る
。
同
窓
の
他
期
の
方
々
も
．
セ
非

作
成
の
労
を
と
ら
れ
て
は
と
心
か
ら
思

さ
て
、
関
東
支
部
に
属
す
る
五
七
期

会
に
、
今
年
四
月
＋
四
日
に
東
京
駅
人

三
洲
口
の
ホ
テ
ル
国
際
観
光
の

「寿
の

問
し
に
て
岩
丼
、
珈
ェ
、
酒
丼
が
設
営

係
に
な
り
、
三
千
数
名
の
出
席
を
持
ち

ま
し
て
例
年
に
も
増
し
て
大
騒
ざ
。
何

時
老
ぼ
け
て
静
か
に
な
る
や
ら
、
皆
日

見
当
が
つ
か
な
い
。

亦
来
る
二
月
十
三
日
に
は
、
静
岡
市

の
橘
会
館
に
て
．
思
師
も
交
え
、　
一
〇

〇
年
条
も
か
ね
て
同
期
会
を
設
普
中
で

あ
る
。
恐
ら
く

一
〇
〇
名
以
上
の
音
の

思
ｉ
の
生
き
残
り
が
集
ま
る
事
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
な
ん
と
亦
．
今
か
ら
楽
し

み
な
事
で
あ
る
。

創
刊
号
の

「ご
あ
い
さ
つ
」
の
内
に

宮
沢
会
長
が
言
わ
れ
た
、

「年
今
を
忘

れ
、
仕
事
を
忘
れ
、
何
時
ま
で
も
中
学

生
で
い
ら
れ
る
心
か
ら
ズ
し
い
会
、
そ

し
て
共
通
の
ヽ
る
さ
と
静
岡
の
地
に
心

事
業
後
三
十
六
周
年
を
迎
え
．
■
え

同
期
も
そ
ろ
く

人
生
の

一
つ
の
区
切

り
の
時
期
が
近
づ
き
、
す
で
に
第
二
の

人
生
、
第
二
の
職
場
に
と
踏
み
切
ら
れ

た
友
も
ち
ら

，
ほ
ら
つ
。

先
日
私
の
如
人
が
定
年
後
わ
す
か

一

午
足
ら
ず
で
病
没
し
た
。
こ
の
人
は
勤

続
三
＋
数
年
の
航
烈
社
員
で
、
何
の
極

米
趣
好
友
も
持
た
ず
、
た
だ
仕
事
の
み

に
生
甲
斐
を
持

っ
て
い
た
。
妻
は
去
っ

二
人
の
子
供
に
資
規
を
尊
敬
し
っ
ヽ
も

離
れ
て

，

っ
た
。
自
分
の
持
病
も
ひ
た

隠
し
、
ま
さ
か
自
分
だ
け
は
と
Ｅ
し
て

い
た
会
社
か
ら
退
社
を
宣
言
さ
れ
た
そ

の
後
に
は
、
完
全
な
孤
独
と
無
味
宅
建

の
陰
一々
た
る
日
々
が
待

っ
て

，
た
。　
ュ

ー
ｉ
ラ
ス
も
話
題
も
微
笑
も
な
０
彼
に

誰
れ
も
近
づ
こ
う
と
し
な
か
っ
た
ら
し

い
。
半
年
程
た
っ
て
会

っ
た
時
．
か
っ

て
、
黒
髪
で
鋭
い
限
を
四
方
に
ら
ん
ら

ん
と
輝
か
せ
て
居
た
彼
は
、
自
髪
の
眼

の
落
く
に
ん
だ
弱
々
し
い
老
人
に
豹
変

し
て
居
た
。
こ
の
人
の
人
生
と
は

一
体

何
ん
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
つ
く
づ

ぐ
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

自
分
自
夕
の
生
涯
の
縮
図
を
画
い
て

，
て
、　
エ
ゴ
に
な
ら
す
と
も
、
自
分
自

オ
を
も
っ
と
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
と

思

っ
た
。
五
＋
も
半
ば
に
な
る
と
、
自

けヽ

会     報
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六
四

■
ハ
五
回

過
刊
現
●
に

一
同
期
の
桜
」
と
い
う

＾
ｌ
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
は
読
者
か
ら
比

●
“

， 証
十
れ
て
い
る
読
み
も
の
だ
そ
う

で
あ
る
が
．
全
国
各
高
校
の
同
期
で
活

屁
し
て
い
る
人
辻
を
●
週
と

，
あ
げ
て

は
綱
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
．

話
は
旧
間
に
属
す
る
が
．
わ
が
静
同

高
●
六
十
四
期
土
ｌｉ

一
昨
年
七
月
そ
の

根
て
と
っ
あ
げ
ら
れ
た
．
週
山
紙
四
分

の

一
員
の
が
こ
み
記
事
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
ヽ
週
円
現
代
の
記
者
氏
が
、
当
時

東
京
弁
護
■
会
の
２
員
宝
に
い
た
私
の

と
こ
ろ
に
き
て
は
「
心
に
取
材
を
し
て

ぃ
っ
た
．
ゎ
ざ
わ
ざ
市
岡
ま
で
取
材
に

行

っ
て
も
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
．
Ｔ
度

そ
の
記
者
氏
ｔ
．
■

々
と
同
じ
時
人
に

中
学
時
代
を
す
ご
し
た
と
の
こ
と
で
．

戦
中
戦
後
の
波
潤
の
時
代
を
育

っ
た
も

の
ど
う
し
．
互
い
に
共
通
し
た
感
慨
が

あ
り
．
■
■
に
も
気
＝
よ
く
応
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
際
追
仙
■
代
の
紙

面
に
は
か
ざ
り
が
あ
る
の
で
、
相
介
さ

れ
た
人
掟
も
同
期
の
活
躍
し
て
い
る
人

達
の
う
ち
．
に
ん
の

一
部
で
し
か
な
か

。
た
．
実
際
わ
れ
わ
れ
六
十
四
期
生
●

ま
さ
に
只
今
働
き
さ
か
り
．
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
症
は
枚
挙
に

違
が
な
い
．
岩
本
■
や
野
ム
正
憲
君
の

よ
う
に
自
分
の
証
〓
す
る
会
社
を
大
き

く
育
て
た
人
．
■
月
坦
君
や
森
下
■
の

よ
う
に
オ
く
し
て

一
流
企
業

の
収
締
役

に
昇
進
し
た
人
、
益
一■
着
や
入
木
■
の

よ
う
に

、
流
百
貨
店
の
部
長
と
し
て
活

７
す
る
人
、
■
戸
君
や
松
下
■
や
渡
辺

君
．
さ
ら
に
鈴
木
明
朝
■
の
よ
う
に
人

鋼
●
の
市
一要
支
店
の
■
●
長
や
本
店
の

部
長
を
動
あ
る
人
、
阿
部
君
や
望
月
等

君
の
よ
よ
う
に
学
界
で
活
躍
す
る
人
、

広
口
言
の
よ
よ
う
に
新
同
社
の
編
集
局

長
と
し
て
敏
臓
を
ふ
る
う
人
な
ど
多
■

清

々
で
あ
る
．

例
に
よ

っ
て
例
の
ご
と
く
．
今
年
も

七
月
七
日
．　
一
生
上

回
．
七
夕
さ
■
に

集
り
ま
し
ょ
う
．
と
い
う
こ
と
で
新
宿

一
今
佐
」
に
業
る
．

こ
の
夜
だ
０
は
一一一

卜
の
時
代
に
も
ど

●
て
、
歌
い
か
つ
駄

弁
る
の
で
あ
る
。

（名
■

，
四
郎
記
）

六

七

回

会
報
に
あ
の
話
を
書
い
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
．
六
十
七
期
会
の
幹
事
の
前
比
奈

正
三
君
か
ら
命
令
を
受
け
た
。

そ
う
た
．　
一あ
の
話
」
が
出
た
の
は

た
し
か
昨
年
よ
、
東
京
の
折
右
の
小
料

理
店
に
約
二
十
人
が
集
ま
っ
た
同
期
会

の
と
き
だ
っ
た
。
市
岡
か
ら
同
期
の
野

■
部
で
名
サ
ー
ド
だ
っ
た
桜
非
昌

一
郎

君
が
上
京
し
．
静
中
静
高
創
立
百
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
中
子
国
で
静
高
を
使

勝
さ
せ
よ
う
、
そ
の
た
め
に

一
年
後
十

で
立
敦
大
野
球
部
で
巨
人
の
長
嶋
監
督

な
ど
を
引

っ
ば

っ
て
活
層
し
た
宗
野
君

が
静
高
野
球
部
の
監
督
に
■
●
し
、
同

窓
会
に
も
静
高
を
甲
子
国
で
授
レ
さ
せ

る
会
が
で
き
た
か
ら
、
よ
ろ
し
く
と
い

う
こ
と
だ

っ
た
．　
一
同
こ
れ
に
大
賛
成

し
、
桜
丼
君
を
激
励
し
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
．

こ
と
し
も
や
が
て
■
の
甲
子
国
大
会

が
や
っ
て
く
る
が
、
地
元
静
同
を
離
れ

て
生
活
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
も
、
新
門

の
運
動
面
の
片
隅
に
の
る
中
子
国
の
市

岡
大
会
の
記
録
を
さ
が
す
の
が
楽
し
み

だ
。　
一
回
戦
、
二
回
戦
．
よ
し
よ
し
今

年
は
読
子
が
よ
さ
そ
う
だ
。
準
決
勝
、

も
う

一
息
だ
。
そ
ん
な
風
に
毎
日
の
新

間
が
●
ち
遠
し
く
な
る
．

静
岡
大
会
に
優
勝
し
、
甲
子
国
に
駒

を
進
め
た
午
な
ど
は
、
４一社
の
同
僚
な

ど
か
ら
．
今
年
も
や
り
ま
し
た
●
．
と

声
を
か
け
ら
れ
る
。
そ
ん
な
と
き
．
思

わ
す
胸
に
迪

っ
て
く
る
の

，

「ｉ
南
健

児

．
■
の
…
…
」
と
ｔ
う
、
あ
の
心
意

気
高
い
●
歌
た
．

創
立
百
年
の
人

，
に
は
、
ぜ
ひ
甲
ｒ

同
で
優
勝
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
桜
■

君
の
話
で
よ
か
っ
た
の
は
、　
こ
の

，甲

子
国
て

，
勝
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に

あ
る
．
静
同
で
優
勝
し
ょ
う
．
そ
ん
な

中
途
半
端
な
も
の
で
な
い
と
こ
ろ
が
い

い
．
あ
く
す
で
も

一
理
想
は
高
し

，
■

の
山
」
だ
。
こ
れ
が
．
わ
れ
わ
れ
の
よ

う
な
中
年
の
時
・ヽ
錨
訳
の
願
望
で
は
な

く
．
い
ま
静
高
に
学
ぶ
吉
午
諸
君
の
言

り
高
き
．
し
か
も
現
実
的
な
タ
カ
ロ
標

と
な
る
こ
と
を
．
“
に
望
む
次
第
で
あ

る
．そ

ん
な
話
が
き

っ
か
け
に
な

っ
て
．

わ
れ
わ
れ
が
学
ん
だ
当
時
の
市
中
―
ユ

内
一』向
が
．
い
ま
に
な

っ
て
み
る
と
．
と

ん
な
に
す
ぐ
れ
た
学
校
で
あ

っ
た
か
．

し
み
し
み
よ
く
わ
か
る
と
ｔ
う
話
に
な

っ
た
．
■
ろ
ん
、
そ
れ
は
学
校
の
施
設

や
設
備
が
よ
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
．
戦
災
で
校
合
“
人
．
‘
戦
、
〓
一

菱
や
住
友
の
１
場
を
改
Ｌ

し
た
核
今
か

ら
賦
内
の
連
隊
兵
舎

べ
移
怯
し
た
時
代

の
こ
と
だ
。
そ
こ
に

，
た
の
は
■
を
す

か
せ
た
■
■
と
生
徒
た
ち
だ
け
だ

っ
た

と
さ
え
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き

は
先
生
も
生
徒
も
無
ユ
亭
中
で
気
う
か

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
ｔ
が
．
そ
こ
で

は
．
何
か
に
向

っ
て
■
立

っ
て
い
こ
う

と
い
う
内
に
秘
め
ら
れ
た
元
気
さ
．
と

で
、
い
っ
た
も
の
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
ヽ

た
よ
う
に
■
う
．

も

●
と
も
、

そ
ん
な
こ
と
を
思
う
の

は
わ
れ
わ
れ
が
当
時
の
わ
れ
わ
れ
と
ち

ょ
う
ど
同
じ
年
令
の
子
は
た
ち
を
も

●

′

S

′

も

会     報

て
い
る
か
ら
か
も
し
た
な
い
．

■̈
供
た

ち
の
通
う
高
校
と
．
わ
れ
わ
れ
の
前
中

―
工
内
高
。
せ
ひ
わ
れ
わ
れ
の
子
”
た

ち
に
も
、
当
時
の
静
中
―
域
内
高
の
よ

う
な
よ
き
オ
田
気
を
味
あ
わ
せ
て
や
つ

た
い
と
い
う
の
は
親
メ
カ
の
心
け
だ
け

か
ら
だ
ろ
う
か
．

「
も
う

一
つ
の

，
子
園
・
と
い
う
話

が
出
た
の
は
そ
れ
か
ら
だ
。
甲
子
同
て

，
勝
す
る
の
は
い
い
．
ぜ
ひ
そ
の
夢
を

■
■
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
し
か
し
．

そ
れ
た
け
で
は
足
う
な
い
。
静
中
―
城

内
高
が
今
日
の
わ
れ
わ
れ
を
は
ぐ
く
ん

で
く
れ
た
よ
う
に
、
静
高
が
現
‘
請
君

の
心
の
ふ
る
さ
と
に
な

っ
て
ほ
し
い
．

そ
の
た
め
に
は
．
ど
う
す
れ
に
い
い
の

か
。
わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

の
か
―
そ
ん
な
ふ
う
に
草
座
の
話
が
進

ん
て
い
っ
た
．

．
′
育
は
人
な
っ
」
と
い
う
．
静
高

を
理
想
的
な
高
校
に
近
づ
け
る
た
め
に

」■

先
生
方
に
そ
の
夕
に
な

っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
に
な
ら
な
い
．
教
育

へ
の
情

”
と
静
高
の
教
師
で
あ
る
こ
と
の
一一け
，

を
も

っ
て
ほ
し
い
．
そ
の
た
め
に
．
わ

れ
ら
れ
と
し
て
も
．
て
き
る
か
ぎ
っ
の

メ

ッ
ク
ア
ッ

，
を
し
よ
う
．

さ
し
あ
た

っ
て
創
立
百
年
記
念
事
業

の
寄
付
金
の
な
か
か
ら
先
■
方
の
■
■

■
補
助
の
よ
う
な
も
の
は
出
せ
な
い
の

か
．
静
高
の
先
■
に
な
れ
ば
．
研
究
費

に
不
自
由
し
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
て
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県
内
の
す
ぐ
れ
た
先
生
が
静
高
に
集
ま

っ
て
く
る
、
そ
ん
な
自
由
で
や
る
気
の

あ
る

，
国
気
が
で
き
る
な
ら
．
わ
れ
わ

れ
と
し
て
も
寄
付
の
し
が
い
が
あ
る
と

い
う
も
の
だ
…
‥
ま
だ
話
は
え
ん
た
ん

と
証
し
た
の
だ
一■

今
回
は
．
酒
の
席

で
も
そ
ん
な
書
生
請
の
と
び
出
す
中
年

の
同
窓
会
の
ひ
と
こ
ま
を
紹
介
す
る
に

終
わ
ら
せ
て
も
ら
う
．

（
大
石
脩
而
記
）

人
に
息
董
れ
た
先
ｉ
性
や
広
い
綱
Ｉ
を

も

っ
て
金
融
の

一
流

コ
ン
■
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
犀
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
■
餃
し
た
第

一
銀

行

（■
第

．
勧
銀
）
に
は
．
創
立
者
渋

沢
ヽ

一
翁
が
静
岡
に
も

，
の
探
か
っ
た

せ
い
か

（静
銀
■
員
来
務
）
静
岡
＝
″

者
が
多
く
．
性
に
４
年
頃
に
は
．
〓
一人

の
面
中
山
身
収
柿
■
―
―
上
杉

．
郎
氏

（■
ヽ
す
ゞ
副
社
長
）
、
炒
部
立

一
氏

（■
安
藤
建
設
常
務
）
．
■
野
高
”
男

氏

（■
●
終
会
専
務
）
が
す
ら

，
月
並

ん
で
ヽ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
０
ま
し
た
。

今
や
各
氏
と
も
業
界
の
重
●
と
し
て

活
足
し
て
お
ら
れ
ま
す
し
．
先
■
に
紘

け
で
、

，
々
“
期
銀
行
マ
ン
も
支
店
長

と
し
て
活
曜
し
て
い
る
者
が
出
て
き
て

い
キ
■
，
．

金
融

一
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
仙

の
乗

，
き
っ
て
ｔ
る
“
則
の
金
融
マ
ン

利
用
し
て
下
さ
い
。

（鈴
木
昭
■
記
）

■
輩
方
の
学
友
の
店
と
し
て

「大
“
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

早
速
会
報
片
手
に
交
渉
開
始
。
ご
主

人
の
ご
好
意
で
会
場
規
撰
の
不
安
は
解

消
、
や
っ
と
開
会
の
は
こ
び
と
な
っ
た

次
第
。

当
日
は
自
石

（沢
野
）
通
子
さ
ん
、

森
野

（堀
内
）
寿
美
子
さ
ん
、
■
田
市

よ
つ
遠
来
の
小
島
国
彦
君
を
合
あ
二
十

二
名
、
六
時
半
開
始
の
予
定
が
、
各
位

多
忙
の
た
め
六
時
五
十
分
開
始

（静
岡

時
間
？
）
、
卒
業
以
来
の
顔
も
あ
っ
．

二
＋
余
年
の
歳
月
は
、
体
謳
や
頭
髪
に

変
塊
を
与
え
て
居
り
、
す
ぐ
に
は
顔
と

名
前
が
思
い
出
せ
な
０
者
多
数
。
ま
す

は
形
式
通
り
乾
杯
の
後
、
順
次
近
況
報

●
、
改
め
て
顔
を
眺
め
れ
ば
、
往
時
の

面
影
浮
か
び
出
し
、
そ
れ
か
ら
は
次
か

ら
次
と
陵
古
談
に
花
が
咲
き
、
と
め
ど

が
な
い
。
本
日
の
思
い
出
に
と

一
同
オ

ス
マ
シ
顔
で
記
念
撮
影
。
つ
き
ぬ
話
題

に
、
な
ご
り
惜
し
み
な
か
ら
、
再
会
を

約
し
て
十
時
前
お
円
き
と
し
た
。

「当
日
の
出
席
著
」
遠
藤

和^
ヽ

北

原
、
北
村
（達
）、
小
島
（国
〉、
青
藤

（晴
ヽ

佐
々
木
、
白
石

沢^
野
）、
鈴
木

（文
）、
数
原
、
清

智^
ヽ

関
、
関
回
、

中
Ｌ
、
長
倉
（良
）、
西
山
秋
沢
、
松
滞

洋^
）、
森
野

堀^
内
ヽ

山
口

恒^
）、
横

山
、
吉
日
．
渡
辺
勝
美

（関
哲
男
記
）

“
期
の
在
京
同
期
会
が
近
頃
行
わ
れ

な
い
の
で
．
同
期
同
業
Ｆ
の
近
況
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

‘
達
が
実
社
会
に
出
た
頃
は
、
朝
鮮

動
乱
後
の
不
況
川
で
、
す
職
も
不
況
に

強
ｔ

，
慣

・
食
品

・
銀
行
保
険
関
係
に

偏

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
同

業
同
志
の
，
‥
ユ
一
ケ
ー
シ
ヨ
ン
に
は

大
変
好
都
合
で
す
。

銀
Ｆ
組
に
は
．
■
京
証
だ
け
で
も
日

銀
に
“
平
満
．
任
友
に
林
明
安
、
入
本

貞
実
、
東
海
に
河
口
市
．
世
山
富
士
夫

第

・
勧
銀
に
石
川
麟
也
．

，
東
良
平
、

鈴
木
昭
夫
と
人
名
ム
い
ま
す
。

当
人
は
ｉ
い
つ
も

，
で
も
一興
髪
は
益

々
壽
く
、
デ
バ
ラ
に
メ
ガ
ネ
と
胃
の
蔦

と
ま
勢
は
歴
然
．
部
下
に
も
煙
た
が
ら

れ
、
と
い
っ
て
上
役
も
多
勢
い
て
頭
の

上
ら
な
い
こ
と
ば
か
０
と
い
っ
た
悩
み

は
共
通
の
よ
う
で
す
。
で
も
古
．
静
岡

関
東
同
志
会
七
―
口
同
期
会
を
．
去

る

一
月
二
十
七
日
（●
）
新
椅

「
大
■
」

に
於
て
．
二
年
振
つ
に
実
施
し
た
．

昨
年
内
に
と
．
九
月
頃
！

，
会
場
を

探
索
す
る
も
、
何
せ
総
勢
百
名
を

，
す

大
世
帯
．　
こ
の
内
何
名
の
山
府
が
あ
る

か
．
期
待
と
不
安
の
会
場
Ｉ
し
は
．
す

こ
ぶ
る
困
難
。
今
度
も
挫
折
寸
両
の
と

こ
ろ
．

「
会
報
四
号
」
に
五
＋
九
回
の

ハ

八
回

七
０
回

し

′

ヽ′

前ダ|1左 ょ1長 會(良 )、 自■(1日沢野 )、 教原、森野 (lFI桐 内)、 ,松浦 (伴 )、 1青 (智)、 ■

た木、中,1 中島、北踪 (■ )、 十日、」ヽ嗚 (国 )、 北村 (■)、 割烹大洋のママ(城北

女 r高 山■′)、 後,1 遠藤(和 )、 鈴木(■ )、 市藤 (嗜 )、 山ユ|(恒 )、 西山、工辺 (勝 )、

●山、関同、閂 (出 席者数22名 す沢―■●連刻の為記念,■に間に合わすA念 ,

七

二
回

ス
達
η
期
生
、
当
年
“
，
４１
オ
、
ま

さ
に
中
堅
で
に
し
い
。
こ
の
原
稿
も
巡

，
回

っ
て
と
う
と
う
私
の
よ
う
な
間
抜

け
な
人
間
の
所
に
来
て
し
ま
っ
た
。

私
共
が
入
学
し
た
年
は
る
周
年
だ
っ

た
か
ら
、
あ
れ
か
ら
■
年
の
年
月
が
た

っ
て
ヽ
る
と
は
、
全
く
夕
の
よ
う
で
あ

る
．
特
に
高
校
野
球
な
ど
始
す
る
と
、

年
今
を
忘
れ
て
三
年
生
の
と
き
．
入
場

式
の
後
の
第
二
試
合
で
負
け
た
口
の
こ

と
や
、
イ
い
中
を
ス
タ
ン
ド
で
日
や
け

を
気
に
し
な
が
ら
応
援
し
た
こ
と
が
、

昨
日
の
よ
う
に
な
っ
．
テ
レ
ビ
の
前
の

自
分
は
．
い
つ
の
間
に
か
高
校
生
に
戻

っ
て
ヽ
る
の
も
不
思
議
で
あ
る
．

私
共
２
期
生
は
静
高
女
性
え
の
中
で
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も
特
異
な
存
在
．　
つ
ま
つ
Ю
名
と
い
う

最
小
の
数
で
あ

っ
た
。
そ
れ
な
の
に
美

人
で
も
な
く
、
頭
の
悪
い
私
な
ど
は
皆

さ
ん
の
頭
に
は
浮
ば
な
い
だ
ろ
う
か
ら

ま
す
自
己
紹
介
を
す
る
と
、
私
が
静
高

で
日
立

っ
た
こ
と
は
た

っ
た

一
つ
．
％

月
年
の
行
事
で
公
会
堂
で
音
楽
会
を
用

０
た
と
き
弦
楽
四
重
奏
の
第
ニ
ヴ
ア
イ

オ
リ
ン
を
や

っ
た
こ
と
だ
け
て

あ
と
は

男
性
か
ら
訪
わ
れ
る
こ
と
も
、
ラ
ブ

レ

タ
ー

一
枚
来
る
で
な
し
．
親
は
安
心
の

反
面
．
不
安
だ

っ
た
こ
と
と
察
す
る
。

″
期
女
性
は
．
毎
年
毒
休
み
に

，
校

同
窓
会
館

の
和
室
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
．
お
し
ゃ
べ
り
会
を
持

っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
私
が
体
を
悪
く

し
て
と
う
と
う
開
け
ず
に
し
ま

っ
た
．

で
も
■
い
に
Ю
名
そ
ろ
っ
て
結
婚
し

，
さ
ん
０

×
夫
人
と
し
て
堂
々
と
し
て

ヽ
る
。
静
高
出
身
者
を
夫
に
し
た
の
は

三
名
あ
と
は
他
府
県
人
で
あ
る
が
。

子
ｉ
に
恵
ま
れ
た
の
は
小
早
川
さ
ん

の
四
人
．
０
人
の
人
も
せ
て
平
均
二
人

の
，

マ
で
あ
る
．
仕
事
と
主
婦
を
両
立

さ
せ
て
い
る
の
が
五
人
．
＋
人
の

，
■

も
人
生
さ
ま
ざ
ま
た
道
を
歩
み
．
既
に

オ
亡
人
と
な
ら
れ
た
人
も
い
る
し
、
私

の
よ
う
に
Ю
才
の
ス
１１
で
大
病
し
た
人

間
も
二
人
い
る
。

，
日
″
期
生
の
名
簿
を
い
た
だ
き
．

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
わ
れ
．
ま
さ
に
人
生
の

一

こ
こ
数
年
．
関
東
支
部
の
総
会
に
出

席
し
て
．
先
輩
諸
氏
の
間
に
入
る
と
．

ま
だ

¨
ガ
キ
」
の
部
類
に
属
す
る
ん
だ

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
今
年
は
四

十
■

の
成
年
組
に
入
る
の
が
わ
れ
わ
れ

る
期
■
で
す
．

■
期
の
諸
兄
姉
は
、
社
ム
●

会
社
に

お
い
て
は
言
う
に
お
よ
ば
ず
．
家
庭
に

お
せ
て
も
．
■
い
、
使
わ
れ
ご
ろ
と
し

て
オ
イ
ツ
ガ
氏
の
様
子
で
す
。
声
は
す

れ
ど
．
今
だ
同
期
会
は
開
か
れ
て
お
り

ま
せ
ん
．
総
会
後

の
二
次
全

二
二
次
会

が
同
期
会
の
様
な
型
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
二
十
年
以
上
も
時
は
流

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、
十
の
■

，
を
失
な
わ
な
い
不
思
議
な
女
性
、
伴

野
イ
子
さ
ん
が
毎
年
出
席
さ
れ
ま
す
か

ら
、
わ
れ
ら
が
青
春
の
話
題
は
事
欠
き

ま
せ
ん
。

昨
年
の
夏
は
、
こ
の
同
期
ムム
（？
）

が
声
を
■
け
合

っ
て
．
武
蔵
の
豊
岡
で

十
数
名
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
シ
ノ
′

ル
も
い
れ
ば
ビ
ギ
ナ
ー
も
い
て
．
あ
の

Ｆ
い
バ
ン
カ
ー
に
悪
戦
世
闘
し
て
い
ま

し
た
．
〓
ｔ

，
の
日
の
汗
が
、

ｔ
つ
に

な
く
さ
わ
や
か
だ

っ
た
の
は
．
天
気
の

せ
ｔ
だ
け
で
は
か
な
っ
た
ま
で
す
。

又
■
期
の
幹
ｉ
の
宗
像
純
司
君

（
日

本
医
大
）
が
“
膚
病
院
に
い
る
の
で
、

何
か
と
体
の
不
詞
を
訴
え
診
家
を
受
け

て
↓
酒
の
拡
み
過
ぎ
、
節
酒
を
命
す
」

と
診
断
さ
れ
た
連
中
が
集
ま

っ
て
、
ヤ

ブ
医
者

？^
）
を
囲
ん
で
逆
療
法
．
銀

座
．
赤
坂
、
六
本
木
と
朝
ま
で
飲
ん
だ

，
も
あ
り
ま
し
た
。

静
高
を
卒
業
し
て
二
十
教
■
．
時
の

経
つ
の
は
〒
い
も
の
で
．
衣
え
て
み
て

Ｖ
ろ
０
て

，
る
次
第
で
す
。

今
年
は
わ
れ
わ
れ
は
前
厄
の
■
で
も

あ
る
し
、
ウ
Ｌ

，
を
持
て
る
年
で
ｔｔ
な

い
が
．
せ
あ
て
．
■
か
し
の
■
問
と
語

，
会
う
氏
会
を
作
ろ
う
で
は
ら

，
ま
せ

ん
か
―
　
今
年
は
記
を
行
す
も
あ
る
事

で
す
の
で
、
静
同
の
速
中
と
も
声
を
掛

け
合
っ
て
．　
一
し
ヽ

盛
大
に
同
期
会
を

今
年
は
静
高
の
日
立
閂
■
祭
だ
そ
う

だ
．
わ
が
＋
業
年
度
は
人
十
万
円
の
ノ

ル
マ
．
私
に
も
東
虫
在
●
者
に
■
を
■

け
て
く
れ
と
の
よ
頼
が
あ
り
ま
し
た
．

何
人
か
に
は
お
匝
い
し
ま
し
た
。
し
か

し
．
●
年
だ
か
ら
金
を
出
す
必
要
も
な

い
の
だ
し
．
入
つ
に
書
類
を
送
っ
ま
せ

ん
て
し
た
．
先
日
．
八
＋
方
の
「
標
を

達
成
し
た
と
の
話
で
．
ひ
と
安
心
し
ま

し
た
．
前
岡
に
し
る
人
達
は
大
変
で
し

た
．　
一
日
五
千
円
で
彙
あ
だ
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
後
．　
一
方
口
に
し
だ
し
ま

し
た
．　
一
年
上
の
七
ス
回
生
は
デ

々
と

達
成
し
た
と
の
こ
と
で
、
Ｌ
話
な
も

一

生
懸
命
て
し
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

た
．私

は
高
校
を
出
て
か
ら
東
京
で
す
．

市
ｍ
で
の
生
活
と
．
も
う
数
年

で
我
が

人
生
の
半
分
に
な
っ
ま
す
。
都
会
生
活

に
た
れ
た
せ
い
か
．
６
岡

へ
帰
ち

て
．

一
杯
や
る
と
．
部
会
の
無
円
心
さ
に
述

力
を
感
じ
る
反
面
．
東
京
で
は
．
人
恋

し
き
に
関
東
同
‘
会
の
幹
事
を
引
き
う

け
て
し
る
次
第
で
す
．

「
い
な
か
」
「
〓

る
さ
と
一
が
あ
る
だ
け
で
も
、
し
あ
わ

せ
．
か
な
と
思

っ
た
０
し
て
い
ま
す
．

´
■
日
尚
亮
記
）

八

一
回

八
十

一
期
の
皆
さ
ん
元
気
に
や
っ
て

し
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
今
年
ボ
の
選
抜

高
校
野
球
は
浜
松
商
が
優
勝
し
、
久
し

振
り
に
よ
郷
市
岡
を
思
い
出
し
高
校
生

活
が
使
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今

度
は
夏
の
大
会
で
す
が
、
今
年
こ
そ
静

高
は
中
子
国
べ
詢
を
進
め
、
創
立
百
周

年
に
花
を
添
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
．
昔
さ
ん
と
肩
を
組
ん
で
道
進

歌
を
歌
い
た
い
で
す
ね
。

所
で
私
蓬
も
高
校
＋
業
後
十
三
年
た

ち
そ
ろ
そ
ろ
関
東
在
住
者
の
同
期
会
を

開
い
て
も
よ
い
頃
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

去
年
は
静
同
で
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し

た
が
、
や
は

，
東
京
か
ら
拡
付
け
た
人

は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
．

静
同
の
幹
事
が

，
成
し
た
名
簿
を
見

ま
す
と
．
部
内
及
び
近
県
に
在
住
の
同

窓
上
は
約
七
十
五
名
居
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
関
東
同
窓
会
の
名
簿
に

は
同
窓
生
は
二
十
六
名
し
か
載

っ
て
い

ま
せ
ん
。
次
の
関
東
同
窓
会
に
は
も

っ

と
多
く
の
人
に
出
席
し
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

っ
い
て
な
が
ら
同
窓
生
が
よ
く
行
く

飲
４
〓
な
ど
が
も
し
御
よ
い
ま
し
た
ら

会
報
に
お
せ
て
で
も
教
え
て
０
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
同
な
会
以
外
で
で
も

親
交
の
場
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

（宮
崎
太
加
志
）

舌
忙
し
ヽ
時
期
な
の
だ
と
つ
く
づ
く
感

し
た
。
“
す
の
顔
は
親
の
４

っ
た
顔
．

■
オ
の
顔
は
自
分
で
創

っ
た
顔
．
今
皆

さ
ん
に
お
会
い
し
た
ら
．
そ
れ
そ
れ
に

創
ら
れ
た
立
派
な
顔
が
並
ぶ
だ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
何
Ｌ
と
も
あ

れ
．
健
康
第

一
．
企
業

の
中
で
も
社
会

で
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
多

々
あ
る
て

し
ょ
う
が
、
ネ
ル
モ
ン
の
変

，
日
で
あ

る
私
た
ち
は
、　
一
人

一
人
が
十
分
に
健

康
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
の
体
験

か
ら
申
上
げ
た
い
．

同
で
会
や
同
期
会
で
再
会
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
．
こ
の
へ
ん
な
文
章
を
と

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
．

み
な
さ
ん
元
気
て
か
ん
ぼ
０
ま
し
ょ

う
。　
　
　

高^
橋
悦
子
旧
延
持
口
記
）

開
こ
ぅ
で
は
ら

，
ま
せ
ん
か
―

宗
燎
君
に
代
わ

っ
て
近
況
を
報
告
し

ま
し
た
　
　
　
　
　
（菫
月
公
善
記
〉

七
三
回

仁

七
九
回

′

ヽ
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そ
の
後
の
支
部
活
動

五
二
年

一
二
月

〓
一
日
　
●
事
会

ト
ッ
メ
ン
ム
ー
ア
に
会
Ｆ
以
下
三
二

名
が
葉
り
、
五
二
年
の
総
括
と
五
三
年

の
予
定
事
を
話
し
合
っ
た
。

五
三
年
の
方
針
と
し
て
は
五
二
年
同

様
と
し
、
関
東
で
特
に
百
周
年
記
念
行

事
の
企
画
は
行
わ
な
い
■
と
し
た
。

五
三
年
折
年
会
は

一
月

一
三
Ｈ
．
又

は
同
二
十
日
と
し
、
会
査
二
十
円
．
会

場
は
事
務
局
に

一
ェ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。す

務
局
か
ら
会
計
報
告
を

，
い
、
今

年
度
年
会
費
細
■
状
江
の
瓢

，
■
び
鄭

別
会
贅
別
納
付
ュ
紙
を
配
布
し
た
。

静
高
パ
ス
ケ
ッ
ト
部
東
京
速
●
が
よ

露
さ
れ
、
柳
川
副
全
■
が
狐
励
す
る

，

に
な
っ
た
、

工
三
年

一
月
二
十
日
　
新
年
会

午
後
六
時
か
ら
九
の
内
束
商
ス
カ
イ

ル
ー
ム
に
人
で
、
二
六
口
土
■
正
三
氏

Ｌ
下
三
八
名
が
集
り
．
六
入
口
ｉ
谷
さ

ん
、
七

一
回
後
藤
さ
ん

，
掃
大
会
員
の

要
も
え
ら
れ
、
和
や
か
に
新
〓
を

，

一

た
．〓

”
人
口
　
　
ｒ
ｉ
会

ト
ッ
メ
ン
ム
ー
ア
に
三
十
名
■
■
、

先
づ
、
先
日
逝
去
さ
れ
た
芋
家
イ
氏
を

追
悼
し
て
黙
鷹
し
た
後
、
本
年
度
会
報

名
簿
＋
成
、
給
会
及
び
リ
ク
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
行
事
等
を
審
議
し
た
。

終
会
は
六
月
二
月

（や
）
．
４ム
場
は

築
地
ス
一
ヒ
ロ
、
バ
ー
テ
ィ
ー
は
昨
年

同
様
”
上
食
会
と
し
、
会
費
に
つ
い
て

前
識
が
あ
っ
た
が
、
二
十
円
■
に
決
定

し
た
。

リ
ク

，
ュ
ー
シ
ョ
ン
行
ヽ
と
し
て
一一

ル
フ
・
沐
雀

・
＾
●
釣
会
を
行
う
●
と

し
た
．

四
月
二
十
四
口
　
　
■
事
会

ト
ン
ス
ン
ム
ー
ア
に
四

一
名
集
合
、

役
員
改
燿
、
五
二
年
■
会
計
報
告
、
百

周
年
記
念
事
業
開
ｆ
ｒ
会
準
備
事
項
等

を
ｉ
議
し
た
。

役
貝
改
選
に
つ
い
て
は
、
会
長
よ
り

現
常
事
長
を
中
心
と
し
て
六
十
回
以
降

の
着
手
役
員
を
編
成
す
る
案
が
提
案
さ

だ
た
が
，゙若
三
か
ら
■
４
員
の
再
■
●

思
読
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

田
中
正
治
氏

（
６
期
）
３

・
３

・
２

耐
丼
‘
夫
氏

〈
“
期
〉
”

・
４

・
２

市
川
　
嵐
氏

〈
”
如
）
“

・
５
・
１

言ト

報

●
期
で
ご
活
躍
の
皆
さ
ん
の
中
で
、

た
記
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
護

ん
で
御
冥
福
を
お
折
り
■
し
ま
す
。

特
に
、
本
会
社
立
当
初
か
ら
願
問
で

あ
り
、
工
の
島
会
会
長
で
も
あ
り
ま
し

た
李
家
孝
氏

（
″
期
）
の
ご
逝
去
は
、

そ
の
社
会
的
実
績
か
ら
み
て
、
惜
し
ま

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

青
木
言

一
氏

（
“
期
）
”

・
ｌｌ
・
５

李
家
　
孝
氏

（
２７
期
）
毬
・

，，

１８

小
池
亀
吉
氏

〈
”
期
）
“
・
３

・
２

編

集

後

記

今
年
か
ら
合
報
委
員
に
従
来
の
庵
原

・
青
木

・
飯
田

・
■
日
の
各
■
の
に
か

に
、
大
入
回
雨
営
明
■

■
＾
九
回
原
日

淑
子
の
二
氏
を
加
え
、
本
■
は
着
手
委

員
主
■
の
企
画
編
集
と
し
ま
し
た
。

一
味
違

っ
て
面
白
し
も
の
に
な
っ
て

，
れ
ば

，
せ
で
す
。
皆
様
の
お
声
を
期

待
す
る
と
共
に
、
投
稿
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
と
委
員
諸
氏
に
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
　

　

　

　

（月
兄
工
得
知
郎
記
）

会
　
議

（第
五
号
）

昭
和
３
年
６
月
２
日
　
発
行

編
集
人
　
月
見
里
得
知
郎

発
行
所
　
静
中

・
静
高

関
東
同
窓
会

印
刷
所
　
に
原

印

刷
所
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取締役社長 官 澤 次 貞「 (4'回 )

東螂 千代回区神国家
`,,台

1-6
TEL(295)2111(大 代表)

株式会社 講  談  社

鈴 与 株 式 会 社

取締役会長 鈴 木 与 平 (44口 )

清 水 市 入 船 町 3丁 目 12
TEL〈0543)53-3111(大 代表)

ヽ
■11_

取締役社長 野 間 省 ― (4回 )

凸 版 印刷 株 式 会 社

株式会社 東  電  ネi

取締は 長 岩 波 信 平 (12回 〉

東 京都 中央 区 日本摘 2-1-21

TEL(271)2'01(大 代表)

本田技研工業株式会社

取籠役副社長 り|1島 喜八郎 (52回 )

東 京 都 文 京 区
=羽

2-12-21

TEL(945)1111(大 代表)

東 京都 合束 区 台東 1-5-1
TEL(338)2111(人 代表)

ヽ

保険代理業 (特別総合代理店)

株式会社京 華
取締役社長

専務取締役

本店 東京都千代田区天手 1]2-2-l Tl:L(241),751

分菫 東京都千代田区九ノ内3-3-1.IFI.C11)7881
大阪支店 大阪市東区漱路町1-12 昭栄ビル内

TEL 06 ・ 01-3224

敏

智
本

関

岡
今

商 会

晏〔(32回 )

吉 (471い

合 同酒 精 株 式 会 社

取締役副社長  "露   豪  _三 く44回)

東京都中央区銀座 6-2合同ビル

TEL(571)8641(大 代表)

東京都
`・

谷区神官前 6-27-8

TEL (499〉 01 1 1(大ヽ表)

日本 レーベル印刷雲

代表取 |`役 岩 井 平 一 郎 (57回 〉

本 社 静 岡 市 国 十 日 645
TE L 0542(62)1111(代 )

東 京 中央区京橋 1-2越前屋ビル

TEL“ (27の 4651(代 )

し

新 日本証券株式会社

取締役副社長 大  石   厳 (53口 )

東京都中央区 日本橋 1-17-10

TEL(273)2311(大 fヽ表)

トッパン・ムーア株式会社


